
か
な
文
字
「
つ
・
ツ
」
の
起
源

│
│「
鬥
」
か
ら
「
つ
・
ツ
」
へ
│
│

紅

林

幸

子

1

は
じ
め
に

長
く
仮
名
書
道
の
書
作
に
携
わ
っ
て
き
た
。
並
行
し
て
、
解
明
の
つ
か
な
い
か
な
文
字
の
字
源
を
研
究
課
題
と
し
、「
訓
点
語
学
会
」「
書
学
書
道
史
学
会
」
等
で
発

表
し
て
き
た
。『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
110
輯
に
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
、「
書
体
の
変
遷
│
｢氐
」
か
ら
「
弖
」
へ
」
を
皮
切
り
に
、「
無
・
无
」「
爾
・

・
尓
」

の
文
字
関
係
を
、
書
体(1)と
書
法
を
視
点
に
論
述
し
て
き
た
。
何
れ
も
、
仮
名
書
道
と
の
関
わ
り
の
中
で
見
出
し
た
課
題
で
あ
る(2)。

今
回
考
察
を
試
み
る
の
は
、「
つ
・
ツ
」
の
字
源
で
あ
る
。
古
来
「
つ
」
の
字
源
を
、「
川
・
州
・
津
」
な
ど
と
し
な
が
ら
も
多
く
の
疑
問
を
呈
し
、
い
ま
だ
明
確
な

結
論
を
得
て
い
な
い
。「
川
」
あ
る
い
は
「
州
」
と
考
え
る
の
は
、
行
・
草
書
体
の
字
形
が
「
つ
・
ツ
」
に
類
似
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、「
六
書
」
の
運
用

法
の
一
つ
、「
仮
借
」
で
成
立
し
て
い
る
仮
名
の
機
能
を
考
え
る
時
、
音
韻
が
ま
っ
た
く
異
な
る
「
川
」
は
容
易
に
認
め
が
た
い
。「
津
」
は
「
訓
仮
名
」
と
し
て
機
能

す
る
が
、
そ
れ
は
後
の
こ
と
で
あ
る
。「
州
」
は
音
韻
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
字
形
に
無
理
が
あ
る
。

私
が
最
も
着
目
す
る
の
は
、「
鬥
」
で
あ
る
。「
鬥
」
と
「
門
」
は
、
文
字
成
立
草
創
期
、
全
く
異
な
る
字
形
、
音
義
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
手
書
き
に
よ
る
こ
と
で

一
三
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文
字
の
草
体
化
が
進
み
、
字
姿
が
次
第
に
近
似
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
後
の
「
鬪
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、「
鬥
」
に
そ
の
音
義
を
意
味
す
る
旁
を
追
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
鬥
」
構
え
単
独
の
使
用
頻
度
は
低
く
な
っ
た
と
推
測
す
る
。
逆
に
、
様
々
な
旁
が
加
わ
る
「
門
」
は
使
用
頻
度
も
高
く
、
草
体
化
が
進
む
こ
と
で
、
門
構

え
の
部
分
は
限
り
な
く
「
つ
」
の
字
形
に
近
づ
い
て
い
っ
た
。

二
〇
〇
六
年
第
九
五
回
「
訓
点
語
学
会
」
に
お
い
て
「
書
体
の
変
遷
Ⅳ
│
鬥
・
門
・
つ
│
」
と
い
う
題
目
で
口
頭
発
表
を
し
た(3)。

本
稿
で
は
、
当
該
文
字
の
書
体
、
書
法
の
変
遷
に
加
え
、
大
陸
に
お
け
る
古
音
の
音
韻
と
、
仮
名
文
字
成
立
時
期
に
お
け
る
我
が
国
上
代
の
音
韻
を
比
較
す
る
。
字

形
の
み
な
ら
ず
音
韻
の
考
察
に
よ
り
、
長
ら
く
疑
問
視
さ
れ
て
き
た
か
な
文
字
「
つ
・
ツ
」
の
起
源
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

先
行
研
究

研
究
方
法

江
戸
時
代
、
新
井
白
石
著
『
同
文
通
考
』（
新
井
白
蛾
補
・
一
七
六
〇
刊
）、
巻
三
「
伊
呂
波
釋
文
」
の
「
つ
」
の
項
に
「
肥
人
書
ノ
川
ノ
字
。
草
書
ヲ
以
ッ
テ
ウ
ツ

セ
ル
也
」
と
記
し
、
別
項
に
「
肥
人
」
は
「
コ
マ
ビ
ト
」
と
あ
り
、「
高
麗
國
ノ
書
」
に
見
え
る
字
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
片
仮
名
に
お
い
て
も
同
字
源
が
記
さ
れ
る(4)。

岡
田
真
澄
著
『
仮
字
考
』（
一
八
二
二
）
に
お
い
て
、「
つ
」
の
字
源
に
関
す
る
考
察
の
な
か
、『
同
文
通
考
』
の
説
を
批
判
し
、「
川
、
鬥
、
説
ハ
頗
ル
根
拠
薄
シ
」

と
し
て
い
る(5)。

伴
信
友
著
『
仮
名
本
末
』（
一
八
五
〇
）
に
お
い
て
、「
ツ
」
は
「
川
之
変
体
」
と
し
、「
つ
」
は
「
片
假
字
ツ
之
草
変
」
と
記
述
し
て
い
る
。

ま
た
、
近
代
国
語
学
の
基
礎
を
築
い
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（
BasilH
allCham
berlain
1850-1935）、
著
書
『
文
字
の
し
る
べ
』
で
「
ツ
・
つ
」
の
字
源
を
「
鬥
」

と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
由
来
を
は
か
り
か
ね
、「
鬥
」
か
「
門
」
か
、
疑
い
の
余
地
が
あ
る
と
書
き
加
え
、「
鬥
」
の
字
形
と
し
て
手
本
に
示
さ
れ
た
№
685
の
文
字
は

「
鬪
」
で
あ
る
。

現
代
に
お
い
て
も
、「
ツ
・
つ
」
の
字
源
を
、
草
体
化
し
た
字
形
か
ら
考
察
し
て
、「
川
・
州
・
津
」
な
ど
と
す
る
研
究
者
も
、「
未
詳
」
と
追
記
す
る
こ
と
が
多
い
。

こ
う
し
た
現
状
か
ら
、
小
松
英
雄
氏
『
日
本
語
書
記
史
原
論
』（
一
九
九
八
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る(6)。

仮
名
の
字
源
に
関
す
る
本
格
的
研
究
は
伴
信
友
『
仮
名
本
末
』（
一
八
五
〇
）
に
始
ま
り
、
訓
読
テ
ク
ス
ト
の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
か
ら
、
一
段
と
精
細
に

な
っ
て
き
て
い
る
が
、
仮
名
「
つ
」
の
字
源
は
い
ま
だ
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
古
い
中
国
字
音
が
日
本
語
の
ツ
の
音
節
に
結
び
付
き
そ
う
な
感
じ
を
選
び
出
し
、

そ
の
草
体
が
「
つ
」
の
字
体
に
な
る
と
説
明
し
て
も
、
引
き
当
て
に
無
理
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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…
中
略
…
仮
名
「
つ
」
の
字
源
が
確
定
で
き
な
い
こ
と
は
、
日
本
語
書
記
史
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
…

仮
名
「
つ
・
ツ
」
の
字
源
解
明
は
、
国
語
史
に
お
い
て
最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
本
稿
の
意
義
は
、
そ
こ
に
あ
る
。

研
究
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
大
陸
、
日
本
、
そ
れ
ぞ
れ
古
辞
書
の
記
述
を
確
認
す
る
。
次
に
、
残
さ
れ
て
い
る
文
字
資
料
の
筆
跡
か
ら
、
書
体
の
変
遷
を
た
ど
る
こ

と
で
字
形
変
化
を
推
察
す
る
。
さ
ら
に
最
も
問
題
視
さ
れ
る
「
音
韻
」
の
面
か
ら
も
考
察
を
深
め
る
こ
と
で
、
仮
名
文
字
「
つ
・
ツ
」
の
起
源
解
明
へ
と
繋
げ
た
い
。

2

大
陸
に
お
け
る
「
鬥
」・「
門
」

字
書
の
「
鬥
」「
門
」

『
説
文
解
字
』

先
ず
は
部
首
引
き
辞
書
の
嚆
矢
と
し
て
、
紀
元
後
百
年
頃
に
成
立
し
た
『
説
文
解
字
』
の
「
鬥
」
の
項
目
を
示
す
。

「
鬥
」

両
士
相
對
兵
杖
在
後
象
鬥
之
形

凡
鬥
之
属
皆
従
鬥

都
豆
切

三
篇
下
表
六
│
3

『
説
文
眞
本
』
汲
古
閣
蔵
版
北
宋
本
校
刊(7)

白
川
静
氏
『
字
通
』（
一
九
九
七
）
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、

〔
説
文
〕
三
下
に
「
両
士
相
ひ
對
むか
ひ
、
兵
杖
後
に
在
り
。
鬥
た
た

か

ふ
の
形
に
象
る
」
と
す
る
が
、
卜
文
の
字
形
は
兵
杖
を
も
た
ず
、
二
人
が
髪
を
ふ
り
乱
し
て
格

闘
す
る
形
で
あ
る
。
の
ち
声
符
を
加
え
て

（
闘
）
と
な
る
が
、
そ
の
正
字
は
たく
に
従
い
、

は
盾
と
斤
、
す
な
わ
ち
干
戈
か
ん

か

を
示
す
形
。
厳
密
に
い
え
ば

鬥
は
手
格
、

は
干
戈
を
執
っ
て
戦
う
こ
と
を
い
う
。

「
鬥
」
は
、『
説
文
解
字
』
に
お
い
て
示
さ
れ
た
五
四
〇
部
首
の
一
つ
と
し
て
記
載
さ
れ
る
。「
鬥
」
を
部
首
と
す
る
十
種
の
標
出
文
字
（
新
附
の
「
鬧
」
を
含
む
）

が
並
び
、
い
ず
れ
も
み
な
戦
い
争
う
さ
ま
を
意
味
す
る
。

『
大
広
益
会
玉
篇
』

『
玉
篇
』
は
、
五
四
三
年
、
中
国
南
北
朝
時
代
の
南
朝
梁
の
顧
野
王
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
部
首
別
漢
字
字
典
で
、
字
書
と
し
て
は
『
説
文
解
字
』
の
次
に
古
く
、
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部
首
は
『
説
文
解
字
』
と
ほ
ぼ
等
し
い
五
四
二
部
に
分
類
し
て
い
る
。
全
体
が
残
る
の
は
北
宋
に
成
立
し
た
『
大
広
益
会
玉
篇
』（
一
〇
一
三
年
）
で
あ
り
、
そ
れ
以

前
の
テ
キ
ス
ト
は
部
分
的
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
原
本
玉
篇
は
中
国
で
は
滅
ん
で
し
ま
い
、
日
本
に
い
く
つ
か
残
巻
が
あ
る
。
空
海
が
編
纂
し
た
と
い
わ
れ
る
『
篆

隷
万
象
名
義
』
は
、
篆
書
部
分
を
除
い
て
親
字
の
配
列
が
原
本
玉
篇
残
巻
と
一
致
し
、
説
明
も
玉
篇
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
原
本
玉
篇
の
全
体
像

を
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
。「
鬥
」
は
『
説
文
解
字
』
と
同
じ
く
独
立
し
た
部
首
で
あ
り
、
十
二
字
が
掲
載
さ
れ
る
。「

」
は
正
字
、
門
構
え
の
「
闘
」
は
俗

字
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。「
鬨
」
に
関
し
て
、
音
注
は
異
な
る
が
義
注
に
門
構
え
に
正
字
の
旁
「

」
を
記
し
、「
た
た
か
い
争
う
意
味
」
と
し
て
い
る
。

『
大
広
益
会
玉
篇
』
鬥
部
第
七
十
三
凡
十

二
字

鬥
都
豆
切
説
文
云
両
士
相
對
兵

仗
在
後
象
鬥
之
形
今
作
門
同

當
候
切

争
也

闘
上
同

俗

鬨
胡
罅
切

争
也

篇
上
六
四
ウ
10
〜
六
五
オ
1

『
干
禄
字
書
』

『
干
禄
字
書
』
は
、
唐
代
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
の
学
者
、
顔
元
孫
が
著
し
た
字
書
で
、
漢
字
の
楷
書
の
字
体
を
整
理
し
、
標
準
字
形
を
示
し
た
。
科
挙
の

答
案
に
用
い
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
字
形
に
つ
い
て
、
標
準
を
示
す
こ
と
で
、
採
点
基
準
が
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
正
字
の
規
範
意
識
を
広
め
る
こ
と
が
目
的

で
あ
っ
た
。
約
八
〇
〇
字
の
漢
字
は
、
異
体
字
を
整
理
し
て
、「
正
字
」「
通
字
」「
俗
字
」
の
三
種
に
分
類
し
て
い
る
。
筆
者
の
顔
元
孫
の
定
義
に
よ
れ
ば
、「
正
字
」

と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
字
体
こ
そ
が
、
確
実
な
根
拠
を
持
つ
由
緒
正
し
い
字
形
で
あ
り
、「
通
字
」
は
正
字
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
、
長
年
習
慣
的
に
通
用

し
て
き
た
字
形
で
あ
る
。「
俗
字
」
は
、
民
間
で
使
用
さ
れ
て
き
た
字
形
で
、
公
的
な
文
書
で
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
た
。

『
干
禄
字
書
』

上
俗
中

通
下
正

去
声
の
部
四
十
三
ウ
2
〜
3

（
文
化
十
四
年
本
）
官
板
出
雲
寺
本

音
は
記
さ
れ
な
い
が
、
唐
代
に
お
け
る
当
該
字
の
字
形
認
識
は
、「

」
が
正
字
、「
闘
」
が
通
字
、「

」
が
俗
字
と
な
る
。

こ
こ
で
は
、
す
べ
て
門
構
え
で
記
さ
れ
る
。
正
通
俗
の
別
は
構
え
の
中
、
主
に
「
斤
・
寸
・
斗
」
の
別
で
あ
る
。「
斤
・
斗
」
は
、「
お
の
」「
た
た
か
う
」
と
い
ず

れ
も
戦
い
に
関
連
す
る
。
こ
の
正
字
意
識
が
次
代
の
字
書
に
様
々
な
影
響
を
与
え
る
。
先
の
『
大
広
益
会
玉
篇
』
に
お
い
て
、
こ
の
部
分
が
原
本
玉
篇
を
正
し
く
反
映

し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
俗
字
の
「
闘
」
は
、
正
字
に
準
ず
る
通
字
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。「
寸
」
は
、
指
の
幅
を
意
味
し
、
本
来
「
斗
」
と
同
様
度
量
衡
の
単

位
で
あ
る
。
し
か
し
、「
寸
」
の
項
に
記
述
さ
れ
た
、
白
川
静
氏
『
字
通
』
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
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部
首
〔
説
文
〕
に
寺
・
將
（
将
)…
の
六
字
を
属
し
、〔
玉
篇
〕
に
射
・
尉
な
ど
三
字
を
加
え
る
。
字
の
初
形
か
ら
い
え
ば
、
み
な
又
に
従
う
字
で
、
寸
尺
の
寸

の
意
を
も
つ
も
の
は
な
い
。
字
書
の
寸
部
の
字
も
同
じ
。
…
。

声
系
〔
説
文
〕
に

を
寸
声
と
し
、「
切
る
」
と
訓
す
る
。
…
。

さ
ら
に
白
川
静
氏
『
字
統
』（
一
九
九
七
）
に
お
い
て
、『
干
禄
字
書
』
で
通
字
と
さ
れ
た
字
形
「
闘
」
を
掲
出
字
と
し
て
、
そ
の
下
に
〔
鬪
〕〔

〕
を
付
記
し
、

「
鬥
」
と
「

」
の
文
字
関
係
を
示
し
、
そ
の
構
造
法
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

形
声

正
字
は

に
作
り
、

た
く

声
。

は
左
手
に
盾
を
執
り
、
右
に
斤
を
執
っ
て
戦
う
形
。
鬥
は
手
格
の
形
で
、
こ
の
両
方
は
声
義
近
く
、
合
せ
て
一
字
と
な
っ

た
が
、
字
の
構
造
法
か
ら
い
え
ば
、

の
声
義
に
従
う
文
字
で
あ
る
。

『
龍
龕
手
鏡
』

『
龍
龕
手
鏡
』
は
、
遼
代
、
幽
州
の
僧
行
均
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
統
和
五
年
（
九
九
七
）
に
成
立
し
た
字
書
で
、
四
巻
か
ら
な
る
。『
龍
龕
手
鑑
』
は
宋
代
、
翼
祖

の
諱
と
同
音
で
あ
る
「
鏡
」
を
避
け
て
「
鑑
」
に
改
め
ら
れ
た
が
、
他
に
見
な
い
異
体
字
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
併
載
す
る
。

『
龍
龕
手
鏡
』

正

今
都
豆
反
│

競
也
又
姓
四

都豆

（
高
麗
本
）（
中
華
書
局
出
版
）
九
四
頁

『
龍
龕
手
鑑
』

正
都
豆
切
競
也
又

姓

鬪
穏也

今

呼
也
又
音
十
人
姓

也

今

増

同今
増

(8
)

巻
第
二

門
部
第
八

去
声
の
部

二
十
四
ウ
7

『
龍
龕
手
鏡
』
に
お
け
る
当
該
字
の
正
字
は
、「

」
で
あ
る
が
、「
門
」
部
に
記
載
さ
れ
る
。
同
字
と
み
な
さ
れ
る
二
字
は
、
い
ず
れ
も
門
構
え
で
あ
り
、「

」
と

「

」
の
違
い
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
『
龍
龕
手
鑑
』
に
お
い
て
も
、「
門
」
部
に
記
さ
れ
た
が
、
五
文
字
の
構
え
は
、「
鬥
」
で
あ
る
。
字
形
に
関
し

て
は
、『
龍
龕
手
鑑
』
で
軌
道
を
基
に
戻
し
た
と
い
え
る
が
、
所
属
は
同
様
に
「
門
」
部
で
あ
り
、「
鬥
」
は
独
立
し
た
部
首
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

字
書
の
中
で
も
混
乱
し
て
い
る
「
鬥
」
と
「
門
」
の
関
連
性
を
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
先
ず
、『
説
文
解
字
』「
門
」
部
の
記
載
か
ら
検
討
を
試
み
る
。

一
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『
説
文
解
字
』「
門
」

聞
也

从
二
戸
象
形

凡
門
之
属
皆
从
門

莫
奔
切

『
説
文
眞
本
』
十
二
篇
上

「
門
」
は
、
部
首
と
し
て
記
載
さ
れ
、
二
つ
の
戸
が
向
か
い
合
う
象
形
文
字
で
あ
り
、
音
注
は
「
莫
奔
切
」
で
あ
る
。〔
説
文
〕
に
は
、
五
十
六
字
が
属
し
、〔
玉
篇
〕

に
は
、
百
三
十
字
を
属
す
る
。
部
首
「
鬥
」
に
属
す
る
文
字
は
〔
説
文
〕
に
は
九
字
、
圧
倒
的
多
数
を
擁
す
る
「
門
」
と
で
は
使
用
頻
度
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
。
文

字
の
姿
を
最
も
重
要
と
す
る
字
書
に
、「
鬥
」
の
代
替
え
と
も
と
れ
る
「
門
」
の
記
載
が
多
い
。
こ
の
事
実
は
、
本
来
「
鬥
」
と
記
す
べ
き
作
業
に
お
い
て
、「
門
」
と

記
載
す
る
可
能
性
を
内
包
し
て
い
る
。

次
に
、
残
さ
れ
た
文
字
資
料
か
ら
字
形
を
確
認
し
て
い
く
。

甲
骨
文
・
金
石
文
・
木
牘
竹
簡
の
「
鬥
」「
門
」│
│
文
字
資
料
よ
り

甲
骨
文

書
体
と
し
て
の
認
識
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
「
甲
骨
文
」
に
は
様
々
な
字
形
が
記
さ
れ
る
。「
鬥
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
さ
き
の
『
字
通
』「
鬥
」

の
項
に
記
さ
れ
た
甲
骨
文
字
を
ま
ず
示
す
。

『
字
通
』「
鬥
」

「
鬥

甲
骨
文
」
一
二
〇
〇
頁

こ
の
象
形
か
ら
「
二
人
が
髪
を
ふ
り
乱
し
て
格
闘
す
る
形
」
を
容
易
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
古
文
字
詁
林
』

「
鬥
」
と
翻
刻
さ
れ
る
二
十
九
の
文
字
が
記
さ
れ
、
許
慎
は
じ
め
十
一
名
の
研
究
者
に
よ
る
文
字
解
説
が
記
さ
れ
る
。
清
末
明
初
か
ら
満
州
国
に
か
け
て
活
動
し
た

考
古
学
者
で
教
育
者
の
羅
振
玉
は
、
辛
亥
革
命
後
に
来
日
し
、
日
本
書
道
界
に
書
学
の
文
化
を
も
た
ら
し
た
一
人
で
あ
る
。「
徒
手
」
で
つ
か
み
合
う
象
と
し
、
多
く

の
研
究
者
と
共
に
こ
の
説
を
支
持
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
髪
を
逆
立
て
二
人
が
つ
か
み
合
う
姿
の
象
形
で
あ
る
。
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『
古
文
字
詁
林
』「
鬥
」

三
・
三
六
八
頁

し
か
し
な
が
ら
当
該
文
字
「
鬥
」
に
関
し
て
は
、「
甲
骨
文
編
」
に
か
く
も
多
く
の
字
形
を
掲
載
し
な
が
ら
も
、「
金
文
編
」
に
お
け
る
記
載
は
な
く
、
本
書
次
項

「

」
に
お
い
て
は
、
篆
書
体
か
ら
隷
書
体
へ
移
行
し
て
い
く
時
期
の
木
簡
、「
秦
簡
文
字
編
」
が
初
出
と
な
る
。
記
載
さ
れ
る
「
鬥
構
え
」
の
十
種
の
文
字
に
関
し
て

は
、〔
説
文
〕
の
字
形
は
あ
っ
て
も
他
の
画
像
の
掲
載
は
な
い
。『
甲
骨
文
字
字
釋
総
覧
』
の
項
目
に
当
該
字
が
記
載
さ
れ
る
。
八
種
の
字
形
が
模
写
さ
れ
、「
字
釋
」

に
は
「
鬥
」
の
他
「

」
が
一
文
字
記
さ
れ
て
い
る
。「
出
典
」
に
は
、
十
名
の
研
究
者
の
名
が
記
さ
れ
、『
説
文
解
字
』
の
解
釈
の
他
、「
地
名
」
と
し
て
い
る
の
が

三
項
目
あ
る(9)。

金
石
文

「
甲
骨
文
」
に
見
え
る
「
鬥
」
の
字
形
は
、
一
万
二
千
余
器
を
所
収
し
た
『
殷
周
金
文
集
成
』
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
紀
元
前
十
世
紀
頃
、
西
周
中
期
「
恭
王
」
の
「
九
年
衛
鼎
」
に
「

」
と
翻
刻
さ
れ
る
文
字
が
あ
る
。

「
九
年
衛
鼎
」「

」

『
殷
周
金
文
集
成
』
2831

「
鬥
」
構
え
に
「

」
の
字
形
で
あ
る
。「

」
の
部
分
が
音
で
あ
り
、「
鬥
」
が
意
味
と
な
り
、
六
書
の
構
成
法
で
い
う
「
形
声
」
で
あ
る
。「

」
が
構
え
の
中
に

書
か
れ
て
い
な
い
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
竹
内
康
浩
氏
「
裘
衛
諸
器
銘
文
考
釋
│
陝
西
省
岐
山
縣
菫
家
村
出
土
青
銅
器
の
研
究
（
一
）
に
お
い
て
、
釋
文
に
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「

」
と
記
し
、
読
み
下
し
で
は
「

せ
り
」
と
し
、
大
意
で
は
「

（
未
詳
）」
と
し
て
い
る
。『
説
文
解
字
』
の
注
文
に
は
「
經
繆
殺
也
、
从
鬥

聲
、
鍇
曰
、
經

繆
、
縊
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
、「
絞
也
・
殺
也
」
な
ど
の
記
述
が
あ
り
、
語
釈
と
し
て
「
く
び
り
こ
ろ
す
・
し
め
こ
ろ
す
」
と
あ
る
。
土
地
譲

渡
に
関
す
る
手
続
き
を
記
し
た
内
容
か
ら
、
竹
内
氏
は
、
紛
争
で
は
な
い
と
考
え
、「
未
詳
」
に
し
た
と
推
察
す
る
。

「
頌
壺
」「
門
」

「（
入
）
門
立
中
廷
…
」

『
殷
周
金
文
集
成
9731』（
台
北

國
立
故
宮
博
物
院
蔵
）

紀
元
前
九
世
紀
頃
、
西
周
晩
期
の
銅
器
で
、
重
要
な
場
で
使
用
さ
れ
た
酒
壺
に
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
周
王
が
頌
を
冊
封
し
た
儀
式
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
重
要

な
銘
文
だ
け
に
、
文
字
も
秀
麗
で
あ
る
。「
門
」
に
関
し
て
は
、
先
の
『
説
文
解
字
』
に
み
た
字
形
と
変
わ
ら
な
い
。

木
簡末

代
ま
で
も
子
孫
に
伝
え
る
意
思
を
も
っ
て
記
す
金
石
に
対
し
、
木
や
竹
と
い
う
身
近
に
あ
る
簡
便
な
書
写
材
料
に
記
す
時
、
日
常
通
行
体
と
し
て
速
度
を
上
げ
て

書
く
こ
と
で
、
大
き
く
字
形
が
変
化
す
る
。
大
陸
各
地
か
ら
発
掘
さ
れ
た
膨
大
な
木
簡
は
、
中
国
全
土
に
文
字
文
化
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
書
体

は
篆
書
体
か
ら
隷
書
体
へ
移
行
し
て
い
く
時
期
で
、
書
体
の
変
遷
上
、
最
も
興
味
深
い
時
代
で
あ
る
。
前
後
の
文
字
も
併
せ
て
示
す
。

睡す
い

虎こ

地ち

秦
簡
「
治
獄
程
式
」（
紀
元
前
二
一
七
年
頃
の
竹
簡
）
湖
北
省
雲
夢
県
睡
虎
地

「
斗
」
…

「
…
女
子
丙
斗
甲
與
丙
相
…
」

『
簡
牘
名
蹟
選
』
4

睡
虎
地
秦
簡
の
中
で
も
、
多
く
の
書
籍
が
出
土
し
た
「
喜
」
の
墓
か
ら
の
出
土
品
は
、
秦
代
の
法
律
・
政
治
・
社
会
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
同
時
資
料
と
し
て
重
視

さ
れ
て
い
る
。
当
該
木
簡
は
訴
訟
に
関
す
る
内
容
で
あ
り
、
蔵
鋒
気
味
の
起
筆
で
一
点
一
画
を
丁
寧
に
記
し
て
い
る
。
書
体
は
「
秦
隷
」
と
言
わ
れ
る
秦
代
の
標
準
書

体
で
あ
る
が
、
半
世
紀
前
の
戦
国
期
か
ら
出
土
し
て
い
る
木
簡
類
と
の
共
通
点
が
指
摘
さ
れ
、
小
篆
か
ら
隷
書
へ
転
化
し
た
と
す
る
従
来
の
書
体
変
遷
上
の
観
点
を
見

一
四
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直
す
重
要
な
資
料
で
も
あ
る
。
構
え
に
対
し
て
旁
が
下
に
は
み
出
る
字
形
で
あ
り
、
特
徴
的
な
や
や
右
肩
下
が
り
の
字
姿
で
あ
る
。
本
書
に
翻
刻
さ
れ
た
文
字
は

「

」
で
は
な
く
「
斗
」
で
あ
る
。
同
字
と
し
て
の
認
識
に
基
づ
い
た
記
載
と
い
え
る
。
さ
ら
に
精
査
し
て
み
る
と
旁
の
「

」、
左
部
分
の
「

」
は
甲
骨
文
に
頻
繁

に
使
用
さ
れ
る
「
卯
」
の
字
形
の
下
に
「
豆
」
が
加
え
ら
れ
た
字
形
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
再
び
甲
骨
文
ま
で
遡
り
、
当
該
部
分
の
音
義
を
確
認
す
る
。『
書
道
全
集
1
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
7
甲
骨
文
」
は
、
一
九
二
九
年
十
一
月
、
第
三
発
掘
の

時
小
屯
村
の
北
か
ら
出
土
し
た
骨
片
で
あ
る
。
先
ず
拓
本
の
一
部
と
該
当
部
分
の
模
写
を
示
す
。

＝
拓
本
）

＝
模
写

＝
白
川
静
氏
翻
刻
（
殷
墟
文
字
甲
編
二
四
九
〇
)

『
書
道
全
集
1
』「
中
國
1

殷
・
周
・
秦
」」

「
干
支
」
を
表
す
「
卯
」
に
関
し
て
、
白
川
氏
は
『
字
通
』
に
お
い
て
「
象
形
」
文
字
で
あ
り
、「
牲
肉
を
両
分
す
る
形
。
卜
辭
に
、
祭
祀
に
犠
牲
を
割
く
意
に
用
い

て
お
り
、
劉
殺
の
意
」
と
、
記
述
し
て
い
る
。「
卯
」
の
下
に
（
劉
）
を
付
記
し
、
更
に
「
コ
ロ
ス
コ
ト
」
と
訓
読
を
打
つ
の
は
、
卜
辞
に
散
見
さ
れ
る
「
干
支
」
と

は
異
な
る
本
来
の
意
味
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。「
劉
」
は
、「
卯
・
金
・
刂
」
か
ら
成
り
、「
戦
闘
用
の
お
の
」「
こ
ろ
す
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

「

」
と
い
う
字
形
の
複
雑
さ
が
、「
鬥
」
を
省
く
字
形
を
同
字
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
次
の
例
が
そ
れ
で
あ
る
。

周し
ゅ

家う
か

台だ
い

秦
簡
3

「

」

「
…

吉
」

周
家
台
秦
簡
4

「

」

「
…

不
合
…
」

『
簡
牘
名
蹟
選
』
4
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「
周
家
台
秦
簡
」
は
、
秦
第
二
世
皇
帝
元
年
（
紀
元
前
二
〇
九
年
頃
）
の
簡
牘
で
、
湖
北
省
荊
州
市
関
沮
県
周
家
台
よ
り
出
土
し
た
。
書
体
は
「
秦
隷
」。
秦
代
の

「
睡
虎
地
秦
簡
」
と
一
系
の
方
折
様
式
で
、
肥
厚
な
点
画
に
よ
り
平
正
に
構
え
、
熟
達
し
た
用
筆
で
あ
る
。
能
書
家
に
よ
っ
て
丁
寧
に
運
筆
さ
れ
て
い
る
。
先
の
例
か

ら
「
鬥
」
を
省
い
た
字
形
で
あ
る
。
翻
刻
さ
れ
て
い
る
文
字
は
「

」
で
あ
る
。

張ち
ょ
う

家か

山ざ
ん

前
漢
簡

奏そ
う

讞け
ん

書
3

「

」

「
…
（
乃
格
）

以
剣
撃
」
『
簡
牘
名
蹟
選
』
5

呂
后
二
年
（
紀
元
前
一
八
六
）
頃
の
竹
簡
で
、
湖
北
省
江
陵
県
張
家
山
・
前
漢
墓
よ
り
出
土
し
た
。
訴
訟
の
判
例
文
書
で
あ
る
が
、
記
述
か
ら
、「

」
は
、
武
器

を
も
っ
て
闘
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
白
川
静
氏
が
甲
骨
文
の
字
姿
か
ら
、「
鬥
」
は
本
来
素
手
で
戦
う
こ
と
を
意
味
し
、
武
器
を
持
つ
こ
と
で
、
旁
に
様
々
な
武
器
を

示
す
字
を
組
み
込
ま
せ
、「

」
の
文
字
が
成
立
し
て
い
く
と
説
い
た
字
形
成
立
の
過
程
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
文
字
の
構
え

は
「
門
」、
旁
は
「

」、
篆
書
特
有
の
縦
長
の
字
形
で
あ
る
。

額
済
納

エ

チ

ナ

居き
ょ

延え
ん

前
漢
簡

相
利
全
剣
6

「

」

「
慈
新
器
剣
文

」

『
簡
牘
名
蹟
選
』
6

前
漢
武
帝
期
（
紀
元
前
一
四
一
〜
八
七
)〜
王
莽
・
新
（
九
〜
二
三
）
頃
の
木
簡
で
あ
る
。「
額
済
納
」
と
「
居
延
」
は
、
最
北
の
守
り
を
務
め
た
同
一
地
域
の
別
称

で
、
居
延
が
古
称
で
あ
る
。
本
来
、
六
枚
か
ら
な
る
冊
で
、「
刀
剣
の
優
劣
を
鑑
別
し
、
装
飾
と
文
様
に
つ
い
て
述
べ
た
著
作
」
で
あ
る
。
書
体
は
横
広
と
な
り
、
波

磔
に
意
を
注
ぎ
、
完
成
間
近
の
隷
書
体
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「

」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
構
え
は
「
門
」
で
あ
り
、
旁
の
部
分
、
右
の
「
斤
」
は
先
の
木
簡

と
変
わ
ら
な
い
が
、
左
は
「
豆
」
の
上
部
に
二
点
を
縦
に
打
つ
字
形
で
あ
り
、「

」
か
ら
省
画
化
さ
れ
た
姿
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
字
形
が
、
草
体
化
の
中
で
、「

（
タ
ク
）」
音
か
ら
、
よ
り
字
音
に
近
い
「
豆
」
へ
の
移
行
を
容
易
に
し
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

馬ば

圏け
ん

湾わ
ん

漢
簡

簡
牘
9

「
問
」

「
多
問
陳
」

「
聞
」

「
未
報
聞
」 一

四
六
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馬
圏
湾
漢
簡

簡
牘
11

「
關
」

「
關
書
大
和
泉
都
」

『
簡
牘
名
蹟
選
』
7

「
簡
牘
9
」
は
、
前
漢
宣
帝
・
本
始
三
年
（
紀
元
前
七
一
)〜
王
莽
新
・
地
皇
二
年
（
二
）
頃
、
敦
煌
市
西
北
九
十
五
㎞
の
馬
圏
湾
の
烽
燧
遺
趾
よ
り
出
土
し
た
簡
牘

で
あ
る
。
章
草
体
の
作
例
で
、
草
隷
（
草
体
化
し
た
隷
書
体
）
と
呼
ば
れ
る
書
体
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
門
構
え
の
文
字
で
あ
る
が
、「
問
」
の
構
え
は
、
片
仮
名
の

「
ツ
」、「
聞
」
は
平
仮
名
の
「
つ
」
に
近
似
し
て
い
る
。「
聞
」
の
最
初
の
点
画
「
ゝ
」
は
門
を
草
体
化
し
た
と
き
に
打
た
れ
る
点
で
あ
る
。「
簡
牘
11
」
は
、
下
部
が

欠
損
し
て
い
る
た
め
明
確
な
判
断
は
で
き
な
い
が
、「
關
」
の
文
末
に
「
再
拝
言
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
名
謁
（
刺
）」
の
類
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
文
字
が
草
体
化
し

て
い
る
点
、
書
き
出
し
が
「
十
月
晦
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
記
録
簡
の
可
能
性
も
あ
る
。
草
体
化
し
た
「
門
」
構
え
は
、
我
が
国
で
使
用
さ
れ
る

「
つ
・
ツ
」
に
限
り
な
く
近
似
し
て
い
る
。

東
牌
楼
後
漢
簡
5

「
聞
」

「
聞

忩
二
因
…
」

『
簡
牘
名
蹟
選
』
2

後
漢
・
霊
帝
期
（
一
六
八
〜
一
八
九
）
の
簡
牘
で
、
長
沙
市
内
の
古
井
戸
か
ら
出
土
。
杉
材
に
記
さ
れ
た
簡
牘
で
あ
る
。
前
例
よ
り
二
百
年
近
く
後
に
書
か
れ
た
。

内
容
は
書
簡
と
思
わ
れ
る
が
、
剥
落
が
多
く
文
意
は
十
分
に
通
じ
な
い
。
し
か
し
、
筆
圧
の
変
化
も
見
ら
れ
、
手
慣
れ
た
草
書
で
軽
快
に
記
さ
れ
、
書
法
の
進
歩
が
見

て
取
れ
る
。「
聞
」
の
門
構
え
に
上
部
の
点
は
見
ら
れ
な
い
。
旁
の
「
耳
」
が
草
書
体
で
か
な
文
字
の
「
に
」
に
多
用
さ
れ
る
字
形
で
も
あ
る
。
草
書
で
書
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
門
」
も
草
書
体
で
あ
る
。
ほ
ぼ
「
つ
」
の
字
形
で
あ
る
。

書
信
木
簡

湖
南
省
出
土
古
代
文
物
展

三
国
・
呉
（
二
二
二
〜
二
八
〇
年
）
の
頃
の
も
の
で
、
長
沙
市
五
一
路
走
馬
楼
22
号
井
戸
よ
り
出
土

「
古
代
中
国
の
文
字
と
至
宝
」
展(10)で
は
門
外
不
出
の
帛
書
も
出
陳
さ
れ
た
。「
馬
王
堆
帛
書
」
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
、
世
紀
の
大
発
見
と
な
っ
た
長
沙
市
の
走
馬
楼

か
ら
は
十
四
万
点
も
の
簡
牘
類
が
出
土
し
た
。
こ
の
簡
は
杉
材
の
表
裏
両
面
に
草
書
で
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
私
的
な
書
簡
に
記
さ
れ
る
文
字
の
多
く
は
真
書
体
で
は
な

く
、
草
体
化
の
進
ん
だ
当
時
の
日
常
通
行
体
と
い
え
る
。
右
側
裏
面
は
剥
落
し
て
い
て
ほ
と
ん
ど
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
為
記
さ
れ
て
い
る
内
容
を
理
解

一
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す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
左
側
二
行
目
下
部
に
記
さ
れ
た
文
字
は
「
つ
」
に
近
似
の
字
形
で
、「
門
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
仮
名
文
字
「
つ
」
の
字
姿
で

あ
る
。

書
信
木
簡

「
門
」

「
古
代
中
国
の
文
字
と
至
宝
」
展
出
陳

ま
と
め

甲
骨
文
に
あ
る
「
鬥
」
の
字
義
に
関
し
て
は
、『
説
文
解
字
』
の
注
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
管
見
で
は
、
金
石
文
や
筆
写
文
字
の
中
に
「
鬥
」
を
見
つ
け
出
す

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
鬥
を
構
え
と
し
て
み
る
時
、
書
写
材
料
が
大
き
く
変
わ
る
木
簡
等
に
記
さ
れ
た
鬥
構
え
の
字
と
、
そ
れ
以
前
の
字
形
と
の
変
化
に

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
筆
写
に
見
る
も
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
門
構
え
で
記
さ
れ
る
。「
た
た
か
い
」
と
は
武
器
を
手
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。「
鬥
」
は
、
そ
の
音

義
を
加
え
た
「

」
と
い
う
字
形
が
成
立
し
た
こ
と
で
、「
鬥
」
単
独
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
激
減
し
た
と
考
え
る
。

「
門
」
も
甲
骨
文
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
字
形
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
使
用
頻
度
の
高
い
「
門
」
を
含
む
門
構
え
の
字
種
に
は
、
む
し
ろ
筆
写
さ
れ
る
草

卒
の
書
に
大
き
な
字
形
の
変
化
が
見
て
と
れ
る
。
そ
の
字
形
は
、
日
本
の
か
な
文
字
「
ツ
・
つ
」
に
極
似
す
る
。

近
似
し
た
字
形
「
鬥
」
と
「
門
」
は
そ
の
識
別
を
困
難
に
し
た
も
の
と
考
え
る
。
構
え
の
中
に
音
義
を
示
す
旁
を
記
す
こ
と
で
、
識
別
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に

「

」
の
構
え
は
、
限
り
な
く
「
門
」
の
字
形
に
近
似
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
。
そ
れ
は
、
書
写
材
料
が
大
き
く
変
わ
る
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。「

」
の
音

を
示
す
「

」
は
古
の
酒
を
入
れ
る
礼
器(11)、
旁
の
右
部
分
「
斤
」
は
武
器
を
表
す
。
音
義
と
も
に
合
い
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、「

」
を
、
速
度
を
上
げ
て

筆
写
し
て
い
く
と
、「
卯
」
と
「
豆
」
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
字
姿
と
な
り
、
や
が
て
さ
ら
に
省
画
化
さ
れ
て
、「
豆
」
に
近
似
の
姿
と
な
る
。「
豆
」
は
古
く
、
食
肉
を
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も
っ
た
器
で
あ
る
。
ま
た
、「
斤
」
は
「
刂
」
と
互
換
可
能
な
字
義
を
持
つ
。
更
に
「
寸
」
が
登
場
す
る
。
手
書
き
に
よ
り
、
字
形
は
様
々
な
姿
を
呈
し
正
確
な
字
形

を
求
め
て
作
成
さ
れ
た
字
書
に
記
さ
れ
た
「
正
字
」
の
多
く
は
「
鬥
」
で
は
な
く
「
門
」
で
示
し
、
当
初
独
立
し
た
部
首
「
鬥
」
は
「
門
」
部
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

「
斤
」・「
寸
」・「
斗
」
は
、
と
も
に
本
来
度
量
衡
に
用
い
ら
れ
た
文
字
で
、「
豆
」
同
様
日
々
の
生
活
に
お
い
て
身
近
な
文
字
で
あ
る
。
こ
れ
ら
単
位
を
表
す
文
字

が
、
草
体
化
の
中
で
「
斤
・
斗
・
寸
」
が
互
換
性
の
あ
る
文
字
と
し
て
使
用
さ
れ
、「

」
の
字
形
も
同
様
に
、「

」
や
「

」
に
変
化
し
た
と
考
え
る
。

3

日
本
に
お
け
る
「
鬥
」・「
門
」

字
書
の
「
鬥
」・「
門
」

『
篆
隷
万
象
名
義
』（
九
世
紀
前
半
）

『
篆
隷
万
象
名
義
』
は
弘
法
大
師
空
海
撰
と
伝
え
ら
れ
、
わ
が
国
最
古
の
漢
字
字
書
で
あ
る
。
三
〇
巻
六
帖
か
ら
な
る
。
先
の
大
陸
資
料
に
あ
っ
た
顧
野
王
の
『
玉

篇
』
を
節
略
し
て
は
い
る
が
ほ
ぼ
踏
襲
し
、
本
国
で
は
す
で
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
原
本
玉
篇
の
全
体
像
を
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
掲

出
字
を
五
四
二
の
部
首
に
分
類
し
て
い
る
。

『
篆
隷
万
象
名
義
』

「
鬥
」
見
出
し

一
│
三
│
三

□
當
候
反

本
文
二
│
五
〇
│
ウ
5

「
門
」
見
出
し

一
│
五
│
三

□
莫
昆
反

本
文
三
│
六
六
│
オ
4

「
鬥
」
の
標
出
文
字
は
、「
鬥
」
と
い
う
よ
り
戸
を
左
右
に
向
か
い
合
わ
せ
た
字
形
で
、「
門
」
に
近
似
す
る
。
本
文
に
お
い
て
、
音
注
「
當
候
反
」、
義
注
「
闘
」
か

ら
「
鬥
」
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
が
、
見
出
し
、
及
び
本
文
の
字
形
は
、
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
「
門
」
で
あ
る
。「
門
」
の
音
注
は
「
莫
昆
反
」
で
、
異
な
る
部
首
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
『
篆
隷
万
象
名
義
』
に
は
、「
鬥
」
と
「
門
」
の
字
音
は
異
な
る
が
、
字
形
の
差
を
明
確
に
記
し
て
は
い
な
い
。
大
陸
で
の
資
料
『
大
広
益
会
玉
篇
』
で

の
注
文
で
は
部
首
、
及
び
正
字
の
「

」
は
「
鬥
」
構
え
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
季
旭
昇
氏
が
、『
説
文
新
證
』
の
「
鬥
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
述

し
て
い
る
。
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象
門
之
形
而
非
門
，
若
从
門
者
，
非
。
…
中
略
…
原
本
《
玉
篇
》
的
《
篆
隷
萬
象
名
義
》
中
，「
鬥
」
字
及
部
内
从
「
鬥
」
的
九
個
字
，「
鬥
」
都
寫
成
「
門
」

形
，
與
陸
徳
明
《
孝
経
音
義
》
所
述
合
。

唐
の
陸
徳
明
『
孝
経
音
義
』
の
説
と
照
合
し
て
い
る
。
氏
は
、
先
の
『
説
文
解
字
』
の
「
鬥
」
の
部
の
陳
述
に
、
許
慎
な
ら
ば
、「
争
う
也
」
な
ど
の
義
注
を
先
ず

示
す
は
ず
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。『
篆
隷
万
象
名
義
』
に
記
さ
れ
た
こ
の
二
文
字
の
字
形
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。「
鬥
」
の
本
文
に
は
あ
え
て
「
門
部
」
と
記

し
、
注
文
は
「
鬥
」、
字
形
は
「
門
」
で
あ
る
。
く
い
違
い
は
あ
る
が
、
字
音
語
と
し
て
の
「
鬥
」
の
存
在
は
認
識
し
て
い
た
。

『
新
撰
字
鏡
│
天
冶
本
』（
九
世
紀
末
）

平
安
時
代
の
昌
泰
年
間
（
八
九
八
年
〜
九
〇
一
年
）
僧
侶
・
昌
住
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
『
新
撰
字
鏡
』
は
和
訓
を
含
む
漢
字
字
書
で
あ
る
。
八
九
二
年
（
寛
平
四

年
）
に
三
巻
本
が
完
成
し
た
と
さ
れ
る
が
、
原
本
や
写
本
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
天
治
元
年
（
一
一
二
四
年
）
原
本
に
近
い
写
本
が
発
見
さ
れ
、『
新
撰
字
鏡
│
天
治

本
』
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。

『
新
撰
字
鏡
│
天
治
本
』「
鬥
」

「
鬥
部
第
百
三
十
七

十
二
字
」
巻
十
一

『
新
撰
字
鏡
│
天
治
本
』「
門
」

「
門
部
第
四
十
五

百
二
十
字
」
巻
四

同
作
莫
昆
反

字
也
聞
也
「
黛
」

苦
浪
反
去
逐

也
高
也
盛
也
「
闘
」

丁
豆

反
去

「
鬥
」
の
部
の
割
注
に
は
「
當
候
反
」
の
音
注
が
あ
り
、
二
番
目
の
文
字
の
義
注
に
は
「
闘
」
が
記
さ
れ
る
。
い
く
つ
か
書
き
足
さ
れ
た
字
形
は
他
に
類
を
見
な
い

も
の
も
あ
る
。「
門
」
部
の
標
出
字
に
、『
篆
隷
万
象
名
義
』「
鬥
」
の
見
出
し
字
で
記
さ
れ
た
字
形
も
含
ま
れ
て
い
る
。
草
体
化
し
た
字
形
を
含
め
た
次
の
文
字
群
は
、

高
い
門
を
意
味
す
る
「
黛
」
で
あ
り
、
音
注
・
義
注
も
異
な
る
。
ま
た
、「
闘
」
の
字
が
最
後
に
記
さ
れ
、「
丁
豆
反
去
」
と
音
注
の
み
が
記
さ
れ
る
が
「
闘
」
の
音
で
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あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、「
鬥
」
と
「
門
」
は
、
少
な
く
と
も
異
な
る
部
首
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、「
闘
」
の
所
属
は
「
門
」
部
で
あ
る
。

『
字
鏡

世
尊
寺
本
』

撰
者
・
成
立
年
代
と
も
に
未
詳
で
あ
る
が
、
部
首
分
類
を
施
し
た
漢
字
字
書
で
、
世
尊
寺
藤
原
伊
房
の
筆
、
鎌
倉
時
代
写
本
と
伝
え
ら
れ
る
。
漢
字
・
万
葉
仮
名
及

び
片
仮
名
に
よ
っ
て
詳
細
な
音
訓
を
注
記
し
、
声
点
も
加
え
て
い
る
。「
鬥
」
第
二
冊
一
九
丁
裏
に
記
載
さ
れ
る
が
「
鬥
構
え
」
は
独
立
せ
ず
、
一
五
丁
表
か
ら
始
ま

る
第
二
三
の
門
篇
二
一
五
字
記
載
の
後
、
二
行
空
け
て
当
該
字
九
字
が
記
さ
れ
る
。「

」
は
門
篇
の
中
に
、「
闘
」
の
字
形
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
圧
倒
的
に
多
い
門

構
え
の
字
種
を
前
に
し
て
、
撰
者
の
判
断
に
迷
い
の
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
時
点
で
、「
た
た
か
う
」
意
の
漢
字
と
し
て
「
闘
」
が
定
着
し
、
門
部
に
収
め

ら
れ
る
。「
鬥
」
は
門
構
え
の
一
部
と
な
り
、
希
少
な
文
字
群
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

『
字
鏡

世
尊
寺
本
』

第
二
冊
（
一
九
ウ
）

木
刻
・
木
簡
・
紙
面
墨
書
の
「
鬥
」「
門
」│
│
上
代
の
資
料
よ
り

木
刻法

隆
寺
金
堂
の
木
造
彩
色
四
天
王
像
は
、
わ
が
国
で
最
も
古
い
四
天
王
像
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
廣
目
・
多
門
二
天
の
円
形
光
背
の
裏
面
に
あ
る
刻
銘

も
ま
た
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
刻
銘
は
と
も
に
二
行
に
刻
ま
れ
て
い
て
、
刀
を
用
い
て
木
に
刻
ん
だ
例
と
し
て
最
も
古
く
、
字
体
も
古
拙
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
年
紀
は

一
五
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な
文
字
「
つ
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の
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な
い
が
、
廣
目
天
像
の
山
口
大
口
費
は
孝
徳
紀
白
雉
元
年
の
條
に
、
詔
に
よ
っ
て
千
仏
像
を
き
ざ
ん
だ
「
藻
山
口
直
大
口
」
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
白
雉
元
年

（
六
五
〇
）
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
人
名
と
考
え
る
べ
き
部
分
に
「

」「

」
と
い
う
文
字
が
あ
る(12)。
解
説
者
の
榧か

や

本も
と

杜
人
氏
は
、「
麻
呂
」
に
あ
て
る
こ
と
が
可
能

で
、「
木

」
を
「
紀
麻
呂
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
推
察
し
て
い
る
。
ま
た
「

」
は
、「

」
の
門
の
省
画
と
み
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る(13)。

法
隆
寺
二
天
造
像
銘

廣
目
天
「
山
口
大
口
費
上
而
次

木

二
人
作
也
」

多
聞
天
「
薬
師
徳
保
上
而

鐡
師

古
二
人
作
也
」

『
書
道
全
集
第
9
巻
』
11

平
凡
社

と
も
に
門
構
え
の
文
字
で
あ
る
が
、
草
書
体
で
は
な
く
真
書
体
で
刻
さ
れ
る
「
造
像
銘
」
に
於
い
て
、
省
画
化
さ
れ
た
文
字
を
使
用
す
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
漢
字
受
容
・
仮
名
文
字
成
立
の
過
程
に
関
し
て
、
半
島
に
お
け
る
文
字
文
化
の
影
響
が
充
分
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る(14)。

木
簡石

神
遺
跡
〈
六
六
五
年
〉

「
ツ
」

（
裏
）
大
山
五
十
戸
造

ム
（
牟
）
下
マ
(部
）
知
ツ
（
鬥
）

□
（
从
）
人
田
マ
（
部
）
児
安
（
田
部
児
安
）

（
従
カ
）

（
表
）
乙
丑
年
十
二
月
三
野
国
ム
下
評

『
木
簡
研
究
第
二
六
号
』（
二
〇
〇
二
〜
二
〇
〇
三
年
発
掘
）

石
神
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
当
木
簡
は
古
代
の
地
方
行
政
区
分
を
示
し
て
い
る
。「
乙
丑
年
」
は
、
六
六
五
年
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、「
國

評

戸
」
と
行
政
区

分
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
七
〇
一
年
の
大
宝
律
令
以
降
は
「
國

郡

里
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
六
六
五
年
と
考
え
ら
れ
る
。 一

五
二

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
四
十
一
巻



『
木
簡
研
究
第
二
六
号
』
に
記
載
さ
れ
た
翻
刻
は
、
こ
こ
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
あ
え
て
（

）
内
に
考
察
し
た
文
字
を
示
し
た
。
特
に
片
仮
名
で
記
さ
れ
た

「
ム
」
は
「
牟
」
で
あ
ろ
う
し
、「
マ
」
は
「
部
」、
そ
し
て
、「
ツ
」
は
草
体
化
し
た
「
鬥
」
と
推
定
す
る(15)。

藤
原
宮
跡
評
制
の
木
簡
四
二

庚
子
（
文
武
）
四
年
〈
七
〇
〇
〉

「
木
ツ
里
」

庚
子
年
四
月

若
狭
國
小
丹
生
評

木
ツ
里
秦
仁
申
二
斗

若
狭
国
の
荷
札
「
小
丹
生
評
木
ツ
里
」
は
後
の
「
若
狭
国
遠
敷
郡
木
津
郷
」
に
あ
た
る
。「
ツ
」
は
略
体
（
省
画
）
仮
名
使
用
の
早
い
例
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
税

目
・
品
目
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二
斗
と
あ
る
の
で
塩
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
の
「
庚
子
年
」
は
、
西
暦
七
〇
〇
年
で
大
宝
律
令
が
定
め
ら
れ
る
前
年
で
あ
る
。

「
木
ツ
里
」
と
翻
刻
さ
れ
た
「
ツ
」
は
、
後
の
片
仮
名
の
「
ツ
」
と
ほ
ぼ
同
形
で
あ
る
。

紫
香
楽
宮
跡
出
土
木
簡
「
歌
木
簡
」
甲
賀
市
・
史
跡
（
七
四
五
年
以
前
）

デ
ジ
タ
ル
赤
外
線
写
真
〔
奈
良
文
化
財
研
究
所
提
供
〕

「
奈
尓
波
ツ
尓
」（
な
に
は
つ
に
）

な
に
は
つ
面
（
右
)

あ
さ
か
や
ま
面
（
左
)

『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
に
見
え
る
「
あ
さ
か
や
ま
│
な
に
は
つ
」
の
歌
の
セ
ッ
ト
が
、
百
五
十
年
余
り
さ
か
の
ぼ
っ
て
紫
香
楽
宮
の
時
代
に
す
で
に
存
在
し
て
い

た
。
こ
の
発
見
は
、
国
語
史
上
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。「
歌
木
簡
」
と
と
も
に
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
の
隠
岐
国
の
調
、
鰒
（
ア
ワ
ビ
）
の
荷
札
が

出
土
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
て
、
当
木
簡
は
天
平
十
六
年
末
〜
十
七
年
（
七
四
五
）
初
め
以
前
に
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
文
字
の
配
列
な
ど
か
ら
木
簡
の
全

長
は
、
全
体
で
二
尺
（
約
六
〇
・
六
㎝
）
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
重
要
な
儀
式
等
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
奈
尓
波
ツ
尓
」
の
「
つ
」
は
現
在
使
わ
れ
て
い
る
片
仮
名
の
「
ツ
」
の
字
形
と
ほ
ぼ
同
形
で
あ
る
。
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紙
面
墨
書

正
倉
院
万
葉
仮
名
文
書
（
七
六
二
）

「
わ
が
や
し
な
い
の
…
ツ
（
鬥
）
可
佐
（
つ
か
さ
）」

二
通
あ
る
「
正
倉
院
仮
名
文
書
」
は
奇
跡
的
に
残
さ
れ
た
紙
面
墨
書
で
、
上
代
の
貴
重
な
仮
名
文
字
資
料
で
あ
る
。「
わ
が
や
し
な
い
の
…
」
で
始
ま
る
文
書
に
は

「
司
」
を
「
ツ
可
佐
」
と
、
一
字
一
音
の
万
葉
仮
名
で
記
し
て
い
る
。
因
み
に
前
半
に
あ
る
「
司
」
は
「
都
可
佐
」
と
記
し
て
い
る
。
仮
名
文
書
の
書
き
ぶ
り
か
ら
当

時
の
通
行
体
と
考
え
ら
れ
、
日
常
的
に
使
用
し
て
い
た
字
形
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
片
仮
名
の
「
ツ
」
の
よ
う
な
字
姿
で
あ
る
。

ま
と
め

わ
が
国
の
字
書
に
お
い
て
、「
鬥
」「
門
」
の
関
係
は
、
先
ず
は
別
字
と
し
て
認
識
さ
れ
、
記
載
さ
れ
た
。『
玉
篇
』
を
踏
襲
す
る
『
篆
隷
万
象
妙
義
』
の
記
載
が
基

本
で
あ
る
。「
鬥
」
の
音
は
「
當
候
反
」（
ト
ー
）、「
門
」
の
音
は
「
莫
昆
反
」（
モ
ン
）
で
あ
る
。「
鬥
」
の
見
出
し
の
文
字
は
、
一
部
欠
け
た
「
門
」
の
よ
う
で
あ
る

が
、
本
文
に
記
さ
れ
た
字
形
は
「
門
」
で
あ
る
。
音
の
異
な
る
二
文
字
が
と
も
に
同
形
の
「
門
」
で
あ
る
こ
と
は
、
以
後
の
字
書
作
り
に
混
乱
を
も
た
ら
す
。

『
新
撰
字
鏡
│
天
治
本
』
の
「
鬥
」
は
、
旁
に
「

」「
亞
」
に
近
似
の
字
形
が
入
る
。
管
見
で
は
、
大
陸
の
字
書
に
見
る
こ
と
の
な
い
字
形
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

「
門
」
部
で
は
、『
篆
隷
万
象
妙
義
』
に
お
け
る
「
鬥
」
の
見
出
し
の
字
形
も
「
同
作
」
と
し
て
併
載
さ
れ
る
。
こ
の
時
点
で
は
異
な
る
部
首
と
し
て
の
認
識
で
は
あ
る
。

『
字
鏡

世
尊
寺
本
』
で
は
、「
鬥
」
を
含
め
て
十
種
の
字
形
が
並
ぶ
。
し
か
し
、「
鬥
」
を
独
立
し
た
部
首
と
は
認
識
し
て
お
ら
ず
、「
門
」
部
の
最
後
に
追
加
し
た

よ
う
な
体
裁
で
掲
載
さ
れ
る
。
ま
た
、「

」
は
な
く
、「
闘
」
と
し
て
「
門
」
部
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
た
た
か
う
」
義
を
持
つ
文
字
は
、「
鬥
」・「

」

で
は
な
く
、「
闘
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

六
書
で
い
う
「
仮
借
」
の
用
法
で
和
語
の
音
韻
に
近
い
字
音
語
が
選
ば
れ
、
そ
の
漢
字
を
草
体
化
し
て
い
く
過
程
で
、
よ
り
簡
略
化
さ
れ
て
仮
名
は
成
立
し
て
き

た
。
従
っ
て
選
ば
れ
た
字
音
語
に
は
、
よ
り
簡
略
化
さ
れ
た
草
書
体
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
っ
た(16)。

上
代
に
お
け
る
木
簡
や
紙
面
墨
書
に
は
「
ツ
」
と
も
「
つ
」
と
も
読
め
る
字
形
が
散
見
さ
れ
る
。
片
仮
名
は
文
字
通
り
、
漢
字
訓
読
の
為
に
漢
字
の
一
部
を
よ
り
簡

略
化
し
て
成
立
し
、
訓
点
資
料
の
中
で
字
形
が
整
っ
て
い
っ
た
の
だ
が
、
当
該
字
に
お
い
て
は
、
片
仮
名
の
「
ツ
」
が
む
し
ろ
「
鬥
（
門
）」
の
草
書
体
の
字
形
で
あ
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り
、
平
仮
名
の
「
つ
」
は
更
に
簡
略
化
さ
れ
た
字
形
と
言
え
る
。

私
自
身
最
も
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
は
、
多
く
の
歴
史
資
料
で
当
該
字
が
平
仮
名
・
片
仮
名
で
あ
る
か
の
よ
う
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
仮
名
文
字
成
立

の
歴
史
を
考
え
る
時
、
や
は
り
字
源
と
な
る
文
字
を
記
す
べ
き
で
あ
る
。

4
「
鬥
」
の
音
韻

我
が
国
へ
の
文
字
の
伝
来
時
期
は
い
ま
だ
明
確
で
は
な
い
が
、
大
陸
で
完
成
し
た
漢
字
を
、
か
な
文
字
と
し
て
使
用
す
る
に
は
「
六
書
」
に
お
け
る
「
仮
借
」
の
用

法
で
運
用
さ
れ
た
こ
と
に
疑
問
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
四
種
の
構
成
法
と
は
異
な
り
、
字
義
を
捨
て
、
字
形
と
字
音
に
よ
り
か
な
文
字
は
成
立
し
て
い
く
。
か
な
文
字

は
、
漢
文
体
の
中
で
固
有
名
詞
に
使
用
さ
れ
、
や
が
て
、
字
音
語
を
利
用
し
て
和
語
の
表
記
へ
と
進
化
し
て
い
っ
た
。
中
国
音
韻
の
よ
り
古
い
時
代
の
字
音
を
知
る
こ

と
で
、
和
語
に
あ
て
が
わ
れ
て
い
く
字
音
語
と
の
整
合
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
代
に
お
い
て
選
択
さ
れ
た
字
音
語
は
九
〇
〇
種
を
超
え
て
い
る
。
し
か

し
、
大
陸
に
お
け
る
字
形
・
字
義
・
字
音
は
必
ず
し
も
一
定
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
字
音
に
関
し
て
は
、
日
本
で
の
研
究
に
お
い
て
も
、
呉
音
・
漢
音
・
唐
宋
音
に
分

け
、
更
に
呉
音
以
前
の
古
音
に
分
け
ら
れ
て
い
る(17)。
大
陸
で
の
字
音
研
究
で
は
、
古
音
・
今
音
に
分
け
て
い
た
が
、
近
代
で
は
、
古
音
を
更
に
分
け
て
上
古
音
・
中
古

音
と
呼
称
し
て
区
別
す
る(18)。
大
陸
に
お
け
る
上
古
音
は
、「
詩
経
」
を
基
に
し
た
周
秦
漢
時
代
の
音
韻
で
あ
る(19)。
ま
た
、
中
古
音
は
、「
切
韻
」（
実
質
的
に
は
「
広

韻
」）
を
基
に
展
開
し
て
い
る
。「
つ
・
ツ
」
の
字
形
は
、
文
字
資
料
草
創
期
か
ら
散
見
さ
れ
る
。
特
に
上
古
音
を
調
べ
る
こ
と
で
、
必
ず
や
仮
名
文
字
成
立
の
草
創
期

に
お
け
る
字
音
語
の
手
が
か
り
と
な
る
事
象
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

韻
書

ま
ず
、
大
野
透
氏
の
著
作
『
萬
葉
仮
名
の
研
究
』
に
お
い
て
「
つ
」
の
仮
名
字
母
と
し
て
記
さ
れ
た
文
字
の
内
、
本
研
究
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
い
く
つ
か
を
、

中
古
音
の
基
礎
と
な
る
『
広
韻
』
で
検
索
し
、
そ
の
結
果
を
次
に
示
す
。
仮
名
字
母
研
究
の
草
創
期
か
ら
度
々
指
摘
さ
れ
て
き
た
「
川
」
等
も
併
載
す
る
。
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「
鬥
」
1
例

去
声

50
：
候

都
豆
切

50
丁
裏
07
行
目

「
闘
」
1
例

去
声

50
：
候

都
豆
切

50
丁
裏
08
行
目

「
豆
」
1
例

去
声

50
：
候

田
候
切

50
丁
裏
04
行
目

「
都
」
1
例

上
平

11
：
模

當
孤
切

39
丁
裏
03
行
目

「
頭
」
1
例

下
平

19
：
侯

度
侯
切

42
丁
裏
05
行
目

「
斗
」
1
例

上
声

45
：
厚

當
口
切

47
丁
表
10
行
目

「
川
」
1
例

下
平

2
：
仙

昌
縁
切

05
丁
裏
08
行
目

「
州
」
1
例

下
平

18
：
尤

職
流
切

38
丁
裏
06
行
目

「
津
」
1
例

上
平

17
：
眞

將
鄰
切

48
丁
裏
04
行
目

「
鬥
」「

」
は
「
豆
」
と
と
も
に
、「
去
声
・
五
〇
候
」
に
記
さ
れ
る
。

「
豆
」
は
、「
都
」「
津
」
と
と
も
に
、
濁
音
を
含
め
て
頻
出
す
る
万
葉
仮
名
で
あ
る(20)。
大
野
透
氏
の
調
査
に
お
い
て
、
万
葉
仮
名
に
「
鬥
」
は
な
い
。
し
か
し
、『
日

本
書
紀
』
に
「
闘
」
を
「
つ
」
と
読
む
例
を
数
例
認
め
る
こ
と
が
で
き
る(21)。
音
韻
を
視
点
に
仮
名
字
母
を
考
え
た
と
き
、「
鬥
」
が
「
つ
」
の
万
葉
仮
名
と
し
て
使
用

さ
れ
る
こ
と
の
不
思
議
さ
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、「
鬥
（
闘
）」
は
「
豆
」
と
同
様
、
唐
音
で
は
「
ト
ウ
」
で
あ
る
が
、
呉
音
な
ら
ば
従
来
「
ツ
」
と
認
識
さ
れ

て
い
る
。
精
査
さ
れ
る
べ
き
事
案
で
あ
る
。

『
漢
文
典
』

「
上
海
辭
書
出
版
社
」
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
漢
文
典
』
の
原
著
は
、
中
国
語
の
音
韻
学
、
特
に
上
古
音
や
中
古
音
の
研
究
で
著
名
な
カ
ー
ル
グ
レ
ン
（
中
国
名

高

本
漢
」）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
標
出
文
字
の
右
横
に
、
上
古
音
／
中
古
音
／
今
音
が
順
に
示
さ
れ
、
甲
骨
文
の
字
形
も
手
書
き
さ
れ
て
い
る
。
中
国
漢
字
音
の
音
韻

体
系
で
言
う
古
音
を
更
に
分
け
て
、
周
代
及
び
漢
代
の
頃
の
上
古
中
国
語
を
指
す
「
上
古
音
」、
そ
し
て
南
北
朝
時
代
後
期
か
ら
、
隋
・
唐
・
五
代
・
宋
初
に
か
け
て

使
用
さ
れ
た
中
古
中
国
語
の
音
韻
体
系
を
示
す
「
中
古
音
」
の
調
査
は
、
か
な
文
字
と
し
て
使
用
さ
れ
る
字
音
語
の
音
韻
を
知
る
上
で
必
須
の
調
査
と
言
え
る
。

従
来
「
つ
・
ツ
」
の
字
母
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
「
川
・
州
・
津
」
の
上
古
音
を
調
べ
、
更
に
提
唱
す
る
「
鬥
」
の
検
索
を
試
み
た
。
甲
骨
文
は
「
呉
瑞
松
」
氏

の
手
書
き
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
故
、
画
像
で
示
す
こ
と
と
し
た
。
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⑴

⑵

⑶

図
版
⑴
「
川
」・
⑵
「
州
」・
⑶
「
津
」
に
記
さ
れ
た
音
韻
は
、
各
字
音
語
が
、
か
な
文
字
「
つ
」
を
表
記
す
る
に
は
相
応
し
く
な
い
こ
と
が
歴
然
と
し
て
い
る
。
い

ず
れ
も
古
く
か
ら
日
本
で
使
用
さ
れ
続
け
て
き
た
文
字
で
は
あ
る
が
、「
仮
借
」
の
用
法
で
当
て
ら
れ
る
「
つ
・
ツ
」
に
は
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
該
当
し
な
い
。

⑷

⑸

図
版
⑷
に
は
、「

」
の
初
文
と
し
て
「
鬥
」
が
記
さ
れ
、
続
く
次
項

図
版
⑸
で
は
、
旁
の
「

」「

」
が
記
さ
れ
、「

」
が
加
え
ら
れ
る
。「
鬥
」
と
「

」

一
五
七
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は
同
字
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
先
の
本
稿
「
大
陸
資
料

周
花
台
秦
簡
」
の
資
料
で
見
た
「

」
が
「

」
と
翻
刻
さ
れ
る
由
縁
で
あ
り
、
そ
の
初
文
は
「
鬥
」
で

あ
る
。
音
韻
部
分
、
特
に
上
古
音
を
見
る
と
か
な
文
字
「
つ
・
ツ
」
に
充
て
る
に
相
応
し
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

反
切
の
起
源
は
後
漢
頃
と
の
説
が
有
力
で
は
あ
る
が
、「
声
母
」
と
「
韻
母
」
に
よ
っ
て
音
韻
の
再
現
を
可
能
に
し
た
方
法
は
、
不
完
全
で
は
あ
る
が
、
音
韻
を
知

る
上
で
画
期
的
な
方
法
で
あ
る
。『
広
韻
』
に
示
さ
れ
た
「
鬥
」
の
反
切
は
、「
都
豆
切
」
で
あ
る
。
声
母
「
都
」
と
韻
母
「
豆
」
を
提
示
す
る
。
図
版
⑹
・
⑺
参
照

⑹

⑺

⑻

上
古
音
で
は
、
声
母
の
「
都
」
は
「
t」、
韻
母
の
「
豆
」
は
「
u-」、
合
せ
て
「
tu-」
と
な
る
。
現
在
、
日
本
語
「
つ
・
ツ
」
の
発
音
は
、「
tsu」
音
で
あ
る
が
、

少
な
く
と
も
上
代
か
ら
室
町
時
代
頃
迄
は
「
tu」
音
で
あ
っ
た
。

図
版
⑻
参
照

「

」
の
俗
字
と
さ
れ
る
「

」
の
旁
は
「
斗
」
で
あ
る
。「
斗
」
の
字
音
語
が
「
鬥
」
の
旁
に
使
用
さ
れ
た
が
、「
義
」
に
「
た
た
か
う
」
意
味
は
な
い
。「
斗
」
は

本
来
、
度
量
衡
の
単
位
と
し
て
伝
来
し
、
わ
が
国
で
も
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
後
に
「

」
の
旁
で
あ
っ
た
「
斗
」
の
み
で
、「
た
た
か
う
」
意
味
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を
持
つ
よ
う
に
な
る
。「
斗
・
寸
」
は
起
源
に
お
い
て
度
量
衡
の
単
位
で
あ
り
、
時
と
し
て
互
換
性
を
も
っ
て
使
用
さ
れ
る
。

二
〇
〇
四
年

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
『
古
代
中
国
の
文
字
と
至
宝
』
湖
南
省
出
土
古
代
文
物
展
に
陳
列
さ
れ
た
木
簡
の
多
く
は
帳
簿
・
公
文
書
・
書

簡
の
類
で
あ
っ
た
。
長
沙
か
ら
出
土
し
た
呉
（
二
二
二
〜
二
八
〇
）
の
時
代
の
木
簡
に
は
、「
…
米
合
一
百
六
十
一
斛
一
鬥
」
と
釈
文
に
は
あ
る
が
、
字
形
は
明
ら
か

に
「
斗
」
で
あ
る
。
同
じ
く
呉
の
木
牘
に
「
塩
四
百
廿
六
狽
一
鬥
九
升
八
合
四
勺
」「
米
一
百
一
十
二
狽
六
鬥
八
升
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
誤
植
か
と
思
え
た
が
、

む
し
ろ
、
本
来
の
文
字
を
記
し
た
も
の
と
推
察
す
る
。

仮
名
の
音
韻

沼
本
克
明
氏
は
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究
』
に
お
い
て
、
呉
音
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
を
し
て
い
る
。「
侯
韻
字
の
呉
音
の
假
名
書
音
形
の
實
態
」
で
、
呉
音

の
体
系
が
い
ま
だ
不
明
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
出
来
る
だ
け
古
い
資
料
の
假
名
書
音
形
を
拾
い
集
め
て
」
さ
ら
に
「
呉
音
資
料
に
認
め
ら
れ
る
用
例
」
を
一
括
し

て
整
理
し
て
い
る
。
関
係
す
る
文
字
を
選
択
し
、
抄
録
す
る
。

○

㋒
形
の
も
の
＝
…
頭ヅ

・
豆ヅ

○

㋔
形
の
も
の
＝
…
斗ト

○

㋔
ウ
形
の
も
の
＝
…

ト
ウ

◎

㋒
形
と
㋔
ウ
形
の
も
の
＝
…

逗
ツ
（
ウ
）
・
ト
ウ

二
音
形
の
「
逗
」
に
関
し
て
は
、「
ツ
（
又
は
ヅ
）」
と
記
さ
れ
る
資
料
を
紹
介
し
「
ト
ウ
」
と
併
記
さ
れ
、
声
点
の
違
い
を
述
べ
た
上
、
加
点
者
が
「
ト
ウ
去
声
＝

漢
音
」「
ツ
ウ
（
又
は
ヅ
ウ
）
平
声
＝
呉
音
」
の
認
識
で
加
点
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
。

ま
と
め

現
在
日
本
語
の
「
つ
・
ツ
」
は
破
擦
音
で
、〔
tsu〕
と
発
音
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
上
代
に
お
い
て
は
〔
tu〕
音
で
あ
っ
た
。
室
町
中
期
ま
で
は

〔
tu〕
で
あ
っ
た
が
、
室
町
末
期
に
は
〔
tsu〕
と
音
韻
の
変
化
が
起
き
、
こ
れ
に
よ
り
や
が
て
江
戸
時
代
に
は
「
じ
・
ぢ
・
ず
・
づ
」
の
所
謂
「
四
つ
仮
名
」
の
混
同

が
お
き
た
と
、
築
島
裕
氏
が
そ
の
著
書
『
国
語
学
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
蜆
縮
涼
鼓
集
』
で
は
専
ら
「
じ
・
ぢ
・
ず
・
づ
」
の
仮
名
遣

一
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い
を
示
し
て
い
る
。「
四
つ
仮
名
」
問
題
の
起
因
は
、
音
韻
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
上
代
に
お
い
て
〔
tu〕
で
あ
っ
た
音
が
、
破
擦
音
〔
tsu〕
に
変
化
す
る
こ

と
で
起
き
た
混
乱
で
あ
る(22)。
上
代
仮
名
文
字
成
立
時
に
お
い
て
、「
つ
・
ツ
」
は
〔
tu〕
音
で
あ
っ
た
。

「
つ
・
ツ
」
の
字
母
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
川
・
州
・
津
」
は
音
韻
上
、
仮
名
文
字
「
つ
・
ツ
」
の
成
立
に
関
与
し
て
い
な
い
。
字
形
が
最
も
近
い
「
川
」
は

音
韻
上
、「
州
」
は
字
形
そ
の
も
の
に
、
そ
し
て
「
津
」
は
訓
仮
名
で
あ
り
、
か
な
文
字
が
成
立
す
る
草
創
期
に
関
与
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。

「
鬥
」
は
日
本
の
上
代
に
お
け
る
「
つ
・
ツ
」
に
限
り
な
く
近
い
音
韻
を
持
っ
た
字
音
語
で
あ
り
、
万
葉
仮
名
成
立
に
深
く
関
与
し
て
い
る
も
の
と
推
察
す
る
の
で
あ
る
。

5

お
わ
り
に

『
大
漢
和
辞
典
』
の
「
鬥
」
部
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
字
は
、
三
十
字
あ
る
。
音
韻
上
共
通
す
る
「
鬥
」・「

」、
更
に
俗
字
・
略
字
も
含
め
て
抽
出
し
抄
録
す
る
。

①②

「

12

-45657」
に
同
じ

「

12
-45657」
に
同
じ

「

12

-45657」
の
俗
字

「

12

-45657」
の
俗
字

「

12

-45657」
の
俗
字

「
闘12

-45649」
の
略
字

「
鬥
」
と
「

」
の
□一
の
音
注
は
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
「

」
と
同
字
、
俗
字
、
俗
字
の
略
字
と
多
様
で
あ
る
。
現
在
「
た
た
か
う
」
と
い
う
義
を
も
つ
字
音
語
は

「
門
」
構
え
の
略
字
体
で
あ
り
、
音
は
「
ト
ウ
」
で
定
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
陸
の
上
古
音
か
ら
類
推
す
る
に
、「
鬥
（

）」
が
我
が
国
に
け
る
上
代
の
音
韻

「
tu」
に
最
も
近
い
字
音
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
音
は
室
町
時
代
ま
で
続
き
、
現
在
の
破
擦
音
〔
tsu〕
に
変
化
す
る
。
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大
陸
で
完
成
し
た
漢
字
を
、
か
な
文
字
と
し
て
使
用
す
る
に
は
「
六
書
」
に
お
け
る
「
仮
借
」
の
用
法
に
よ
り
運
用
さ
れ
た
こ
と
に
疑
問
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
四
種

の
構
成
法
と
は
異
な
り
、
字
義
を
捨
て
、
字
形
と
字
音
に
よ
り
か
な
文
字
は
成
立
し
運
用
さ
れ
る
。
か
な
文
字
「
つ
・
ツ
」
の
起
源
を
「
字
形
・
字
音
」
の
両
面
か
ら

の
考
察
し
、
得
ら
れ
た
結
論
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
陸
に
お
い
て
、「
鬥
」
構
え
の
字
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
部
首
を
「
鬥
」
か
ら
「
門
」
に
替
え
ら
れ
た
の
は
、
少
な
く
と
も
漢
代
以
前
、
戦
国
・
秦
時
代
か
ら
始

ま
っ
て
い
た
。
縦
長
の
篆
書
体
か
ら
横
広
の
隷
書
体
へ
と
書
体
の
変
遷
の
中
で
字
形
変
化
は
加
速
し
た
。
大
陸
の
簡
牘
類
の
中
に
「
つ
・
ツ
」
の
字
形
が
散
見
さ
れ

る
。
木
簡
等
に
手
書
き
す
る
こ
と
で
草
体
化
が
進
ん
だ
。
例
え
ば
平
仮
名
の
「
へ
」
の
字
源
は
「
部
」
で
あ
る
。
漢
代
、
木
簡
の
中
で
横
広
の
隷
書
へ
と
書
体
が
変
わ

る
。
多
用
さ
れ
る
「
部
」
は
、
そ
の
部
首
「
阝
」
の
み
九
〇
度
左
へ
回
転
し
て
定
着
す
る
。
我
が
国
へ
も
草
体
化
し
た
字
形
で
伝
わ
り
、
仮
名
の
「
へ
」
と
し
て
定
着

し
た
。「
つ
・
ツ
」
同
様
、
平
仮
名
も
片
仮
名
も
ほ
ぼ
同
字
形
で
あ
る
。

「
門
」
は
「
つ
」
の
音
に
な
り
え
な
い
が
、
漢
代
す
で
に
「
門
」
と
同
字
形
で
あ
っ
た
「
鬥
」
は
上
古
音
に
お
い
て
は
「
tu-」
と
発
音
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
日
本

語
の
「
つ
・
ツ
」
は
、
現
代
の
破
擦
音
「
tsu」
と
は
異
な
り
、
室
町
時
代
頃
ま
で
は
「
tu」
音
で
あ
っ
た
。
仮
借
の
用
法
で
成
立
し
て
い
く
か
な
文
字
は
、
同
時
代

の
字
音
語
に
そ
の
字
源
を
求
め
た
。
草
体
化
す
る
と
「
門
」
と
同
一
字
形
と
な
る
「
鬥
」
は
、
上
代
に
お
け
る
「
つ
・
ツ
」〔
tu〕
音
に
も
っ
と
も
近
い
発
音
の
字
音

語
と
し
て
、
使
用
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。

万
葉
仮
名
に
は
、
呉
音
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
た
文
字
が
少
な
く
な
い
。「
都
（
つ
）、
尓
・
耳
・
児
（
に
）、
遠
・
越
（
を
）」
何
れ
も
呉
音
に
よ
る
。
呉
の
木
簡
の
中

に
は
、
度
量
衡
の
単
位
と
し
て
、「
斛
・
鬥
・
升
・
合
・
勺
」
と
記
す
場
合
が
あ
る
。「
闘
」
を
「
斗
」
と
記
す
よ
う
に
、
呉
国
で
は
「
鬥
」
と
「
斗
」（
上
古
音
で
は

「
tu」）
は
互
換
性
の
あ
る
文
字
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
七
〇
二
年
、
大
宝
律
令
制
に
お
け
る
度
量
衡
の
「
量
」
は
、「
狽
・
斗
・
升
・
合
・
夕
・
摂
」
と
制
定
さ
れ
る

が
、
そ
れ
以
前
呉
の
木
簡
に
見
ら
れ
る
単
位
が
七
世
紀
頃
ま
で
の
日
本
の
資
料
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
更
に
考
察
は
深
ま
る
は
ず
で
あ
る
。

数
字
「
二
・
三
・
八
・
九
・
千
・
万
」
な
ど
が
か
な
文
字
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
よ
う
に
、
重
要
な
単
位
と
し
て
最
も
身
近
な
文
字
「
寸
・
斗
（
鬥
）」
が
か
な
文

字
「
寸
↓
す
」
同
様
、「
鬥
↓
つ
」
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。
仮
名
文
字
「
つ
」
の
字
源
は
、
古
来
異
説
が
多
く
、
未
だ
に
定
説
が
な
い
理
由
の
一
つ
は
、

日
本
に
伝
え
ら
れ
た
時
、
す
で
に
完
全
な
「
つ
・
ツ
」
の
字
形
で
あ
っ
た
た
め
、
字
源
を
辿
る
手
立
て
が
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
す
る
。

一
六
一

か
な
文
字
「
つ
・
ツ
」
の
起
源



以
上
の
こ
と
か
ら
、「
つ
・
ツ
」
の
起
源
と
な
る
文
字
は
、「
鬥
」
が
最
も
有
力
と
考
え
る
。

最
後
に
『
大
書
源
』（
二
玄
社
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
鬥
」
部
の
名
跡
を
示
す
。

草
書
体
の
「
鬥
」
構
え
は
、「
門
」
構
え
同
様
、
平
仮
名
・
片
仮
名
の
字
形
「
ツ
・
つ
」
と
同
形
で
記
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

注（1
）
「
書
体
・
字
体
・
字
形
」
に
関
し
て
は
、
石
塚
晴
通
（
一
九
八
四
年
『
圖
書
寮
本

日
本
書
紀

研
究
篇
』（
汲
古
書
院
））
に
お
い
て
「
書
體
│
漢
字
の
形
に
於
て
存
在
す

る
社
會
共
通
の
様
式
。
多
く
は
そ
の
其
の
漢
字
資
料
の
目
的
に
よ
り
決
る
。
楷
書
・
草
書
等

字
體
│
書
體
内
に
於
て
存
在
す
る
一
々
の
漢
字
の
社
會
共
通
の
基
準

字
形
│
字

體
内
に
於
て
認
識
す
る
一
々
の
漢
字
の
書
寫
さ
れ
た
形
そ
の
も
の
」
と
し
た
定
義
を
踏
襲
す
る
。
電
子
文
字
に
使
う
「
フ
ォ
ン
ト
」
と
は
異
な
る
。

（
2
）
「
書
体
の
変
遷
「
氐
」
か
ら
「
弖
」
へ
」
二
〇
〇
二
年
十
一
月
八
日
・
第
八
十
七
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
・
於
徳
島
大
学
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
110
輯
所
収

訓
点
語

学
会

二
〇
〇
三

一
六
二

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
四
十
一
巻



「
書
体
の
変
遷
Ⅱ
│
無
・
无
│
」
二
〇
〇
四
年
十
月
十
一
日
・
第
十
四
回
書
学
書
道
史
学
会
研
究
発
表
・
於
札
幌
藤
女
子
大
学
・『
書
学
書
道
史
研
究
』
巻
14
所
収

書
学
書

道
史
学
会

二
〇
〇
四

「
書
体
の
変
遷
Ⅲ
│
爾
・

・
尓
」
二
〇
〇
六
年
七
月
九
日
・
第
五
回
書
法
文
化
書
法
教
育
国
際
会
議
に
て
発
表
・
於
広
島
安
田
女
子
大
学
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
118
輯

所
収

訓
点
語
学
会

二
〇
〇
七

（
3
）
「
書
体
の
変
遷
Ⅳ
│
鬥
・
門
・
つ
│
」
二
〇
〇
六
年
十
一
月
十
日
、
第
九
十
五
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会

於
岡
山
大
学

（
4
）
『
同
文
通
考
』
巻
二
で
は
、『
日
本
書
紀
』（
卜
部
家
）
の
説
と
し
て
、
肥
人
の
書
を
も
っ
て
「
我
國
ノ
假
名
ノ
始
」
と
し
、「
ツ
」
の
項
目
で
は
、
白
蛾
の
説
と
し
て
「
川
」

に
「
ツ
」
の
音
が
な
い
こ
と
か
ら
「
津
」
の
義
に
通
じ
る
と
追
記
し
て
い
る
。

（
5
）
二
十
九
面
を
割
い
て
伝
来
し
て
き
た
諸
説
を
考
察
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
鬥
」
も
あ
る
が
、
結
論
は
「
保
留
」
と
な
っ
た
。

（
6
）
小
松
英
雄
『
日
本
語
書
記
史
原
論
』「
総
説

日
本
語
書
記
史
と
日
本
語
史
究

5
仮
名
文
」
笠
間
書
院

一
九
九
八

（
7
）
『
説
文
解
字
』
の
画
像
は
以
後
す
べ
て
北
海
道
大
学
所
蔵
『
説
文
眞
本
』
汲
古
閣
蔵
版
北
宋
本
校
刊
を
使
用
す
る
。

（
8
）
『
異
体
字
研
究
資
料
集
成
』
1
期
別
巻
2

杉
本
つ
と
む
編

雄
山
閣
出
版

一
九
七
五

（
9
）
『
甲
骨
文
字
字
釋
総
覧
』
第
三
篇
・
文
類
0349・
綜
類
（
001―
097）
に
掲
載

（
10
）
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
に
於
い
て
、
二
〇
〇
四
年
九
月
七
日
〜
十
月
二
十
四
日
迄
、
湖
南
省
出
土
古
代
文
物
展
「
古
代
中
国
の
文
字
と
至
宝
」
展
が
開
催
さ
れ
た
。
残
念
な
が

ら
、
図
版
の
中
に
当
該
字
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
丁
寧
に
運
筆
さ
れ
た
秦
隷
の
字
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
11
）
「

」
に
関
し
て
『
説
文
解
字
注
』
に
義
は
「
器
也
」・
音
は
「
竹
角
切
」
と
あ
る
。
大
漢
和
辞
典
に
音
は
「
ト
ウ
・
ヅ
〔
集
韻
〕
徒
口
切
」・
義
は
「
㊀
古
の
酒
を
入
れ
る

禮
器
…
㊁
斗
に
同
じ
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
「

」
は
、「

」
と
同
字
。
象
形
で
「
手
に
物
を
持
つ
さ
ま
」
を
表
す
。「
鬥
」
の
右
部
分
と
も
同
字
。
こ
の
文
字
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
お
い
て
「
鬥
」
部
に
記
載
さ
れ

る
。〈
45633〉

（
13
）
『
書
道
全
集
第
9
巻
』
11
（
平
凡
社
・
一
九
六
五
）
榧
本
杜
人
氏
の
解
説
に
よ
る
と
「

」
は
「
和
名
抄
・
字
鏡
集
・
字
鏡
に
「
萬
良
」
と
読
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
麻
羅
・

眞
浦
と
と
も
に
「
麻
呂
」
に
あ
て
る
と
す
れ
ば
、「
木

」
を
「
紀
麻
呂
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
…
と
記
し
て
い
る
。

（
14
）
紅
林
幸
子
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
一
一
〇
輯
「
書
体
の
変
遷
│
「
氐
」
か
ら
「
弖
」
へ
│
」
訓
点
語
学
会
編

二
〇
〇
三
年
に
於
い
て
、
木
簡
に
於
い
て
篆
書
体
か

ら
草
体
化
し
た
「
氐
」
が
、
半
島
に
伝
わ
り
、
真
書
体
で
「
弖
」
と
い
う
字
形
で
書
か
れ
た
。『
広
開
土
王
碑
』
に
は
城
の
名
に
「
弖
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
字
が
我
が

国
に
も
た
ら
さ
れ
、
長
く
よ
り
草
体
化
し
た
字
形
「

」
で
、
仮
名
の
「
て
」
と
し
て
使
用
さ
れ
続
け
て
き
た
。
今
も
、
仮
名
書
道
の
作
品
の
中
で
多
用
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）
論
述
の
中
で
「
ム
」
と
「
マ
」
に
関
し
て
は
触
れ
て
い
る
が
「
ツ
」
に
関
し
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。

（
16
）
「
正
倉
院
仮
名
文
書
」
に
お
い
て
も
、「
太
│
た
」「
止
│
と
」
は
ほ
ぼ
平
仮
名
と
同
形
で
あ
る
、
ま
た
、「
爾
│
尓
」
に
お
い
て
は
、
紅
林
幸
子
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第

一
一
八
輯
「
書
体
の
変
遷
│
「
爾
」・「

」・「
尓
」」
で
論
述
し
た
よ
う
に
、「
篆
書
体
の
「
爾
」
の
上
部
が
省
画
化
し
「

」
と
な
り
、
草
体
化
に
よ
り
「
尓
」
の
字
形
が
う
ま

れ
、
日
本
に
お
い
て
は
多
用
す
る
「
に
」
の
仮
名
と
し
て
使
用
頻
度
が
高
い
。
さ
ら
に
草
体
化
し
た
「

」
の
字
形
で
多
用
さ
れ
る
。

（
17
）
河
野
六
郎
氏
の
「
日
本
呉
音
」
に
就
い
て
│
に
お
い
て
、「
呉
音
」
の
基
と
な
っ
た
中
国
原
音
が
時
代
・
地
域
と
も
単
一
で
な
く
、
い
く
つ
か
の
波
に
よ
っ
て
日
本
に
齎
さ

れ
た
」
と
し
、
朝
鮮
字
音
同
様
「
呉
音
」
の
複
層
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
一
因
と
し
て
、
音
節
構
造
の
異
な
る
漢
字
音
が
日
本
語
の
中
に
移
植
さ
れ
る
過
程
で
、
様
々
な
変

一
六
三

か
な
文
字
「
つ
・
ツ
」
の
起
源



容
が
生
じ
て
来
る
の
も
自
然
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
18
）
字
音
を
今
音
（
現
代
音
）
と
古
音
（
古
代
音
）
に
分
け
、
更
に
古
音
を
上
古
・
中
古
・
近
古
に
分
け
る
。
研
究
者
に
よ
り
分
け
方
は
い
さ
さ
か
異
な
る
が
、
後
に
示
す
『
漢

文
典
』（
修
訂
版
）「
上
海
辭
書
出
版
社
出
版
」
高
本
漢
（
Bernhard
K
arlgren）
原
著

潘
悟
雲
﹇
等
﹈
編
譯
一
九
九
七
年
に
お
い
て
も
、
上
古
音
・
中
古
音
・
今
音
に
分
け

て
、
記
載
さ
れ
る
。
時
代
と
共
に
変
化
す
る
中
国
音
韻
の
中
で
も
、
特
に
上
古
音
に
関
し
て
は
明
代
か
ら
研
究
は
進
め
ら
れ
、
二
十
世
紀
に
な
り
ス
エ
ー
デ
ン
の
カ
ー
ル
グ
レ
ン

に
よ
っ
て
近
代
的
な
中
国
語
の
音
韻
研
究
が
始
ま
っ
た
。「
詩
経
」
を
基
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
研
究
途
上
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
19
）
唐
作
藩
著
『
中
国
音
韻
学
研
究
の
手
引
き
』
池
田
武
雄
訳
で
は
、「〈
古
音
〉
と
い
う
の
は
、
先
秦
両
漢
（
西
暦
紀
元
二
世
紀
以
前
）
の
語
音
を
さ
し
て
い
い
、
所
謂
〈
今

音
〉
と
い
う
の
は
主
と
し
て
隋
唐
の
時
代
（
西
暦
紀
元
六
世
紀
か
ら
十
世
紀
ま
で
」
の
語
音
を
さ
し
て
言
う
…
〈
今
音
〉
は
も
う
〈
中
古
音
〉
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
り
、〈
古
音
〉

は
〈
上
古
音
〉
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。」

（
20
）
「
万
葉
仮
名
」
を
時
と
し
て
「
真
仮
名
」
と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
。「
真
仮
名
」
は
「
草
仮
名
」
と
比
較
し
た
時
の
草
体
化
の
有
無
を
さ
す
。「
万
葉
仮
名
」
は
、
基
本
「
六

書
」
の
機
能
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
仮
名
を
指
す
。
訓
読
す
る
こ
と
で
「
訓
仮
名
」
も
加
わ
り
、「
戯
訓
」
も
含
め
て
広
義
に
解
釈
す
べ
き
と
考
え
る
。

（
21
）
『
日
本
書
紀
』
に
「
鬥
」
は
使
用
さ
れ
な
い
が
、「

」
は
あ
る
。「
相

」
を
「
ア
ヒ
ア
ラ
ソ
フ
」（
巻
1
）「
ク
ヒ
ア
ヒ
テ
」（
巻
19
）
の
よ
う
な
訓
読
も
あ
る
が
、「
闘
鶏
」

と
書
い
て
「
ツ
ゲ
（
巻
11
）」
と
読
む
例
も
あ
る
。

（
22
）
十
六
世
紀
末
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
タ
行
は
、「
ta/chi/tçu/te/to」
と
記
さ
れ
、「
ツ
」
は
破
擦
音
で
あ
る
。「
四
つ
仮
名
」
の
ザ
行
は
「
ji/zu」・
ダ
行
は
「
gi/zzu」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
区
別
は
さ
れ
て
い
る
。
音
の
違
い
は
理
解
で
き
る
が
、
実
際
の
発
音
は
か
な
り
近
寄
り
、
江
戸
時
代
の
日
本
人
の
耳
に
は
識
別
し
に
く
い
状
況

で
あ
っ
た
。
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十
一
巻



築
島
裕

『
国
語
学
』
東
京
大
学
出
版
会

一
九
六
四

沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究
』
汲
古
書
院

一
九
九
七

東
野
治
之
『
漢
字
講
座
』
第
四
巻
「
古
代
の
漢
字
と
言
葉
」
明
治
書
院

一
九
八
八

松
村
明

『
国
語
史
概
説
』
秀
英
出
版

一
九
七
二

紅
林
幸
子
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
一
一
〇
輯
「
書
体
の
変
遷
│
「
氐
」
か
ら
「
弖
」
へ
│
」
訓
点
語
学
会
編

二
〇
〇
三

紅
林
幸
子
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
一
一
八
輯
「
書
体
の
変
遷
│
「
爾
」・「

」・「
尓
」
訓
点
語
学
会
編

二
〇
〇
七

『
大
漢
和
辞
典
』
諸
橋
轍
次
著

大
修
館
書
店

一
九
七
四

『
説
文
眞
本
』
汲
古
閣
蔵
版
北
宋
本
校
刊

『
説
文
解
字
注
』
天
工
書
局

一
九
九
二

『
説
文
新
證
』
上
冊

季
旭
昇

撰

中
華
民
国
九
一
年

藝
文
印
書
館

二
〇
〇
二

『
説
文
新
證
』
下
冊

季
旭
昇

撰

中
華
民
国
九
三
年

藝
文
印
書
館

二
〇
〇
四

『
干
禄
字
書
』（
文
化
十
四
年
本
）
官
板
出
雲
寺
本

異
体
字
研
究
資
料
集
成

杉
本
つ
と
む
編

雄
山
閣
出
版

一
九
七
五

『
龍
龕
手
鏡
』（
高
麗
本
）（
中
華
書
局
出
版
）
一
九
八
五

『
龍
龕
手
鑑
』
異
体
字
研
究
資
料
集
成

杉
本
つ
と
む
編

雄
山
閣
出
版

一
九
七
五

『
韻
鏡
校
本
と
廣
韻
索
引
』
馬
淵
和
夫
著

巌
南
堂

一
九
七
〇

『
広
韻
』
校
正
宋
本

張
氏
重
刊

芸
文
印
書
館
行

中
華
民
国
九
十
一
年

二
〇
〇
二

『
漢
文
典
』（
修
訂
版
）「
上
海
辭
書
出
版
社
出
版
」
高
本
漢
（
Bernhard
K
arlgren）
原
著

潘
悟
雲
﹇
等
﹈
編
譯
一
九
九
七

『
古
文
字
詁
林
』
巻
三

上
海
教
育
出
版
社

二
〇
〇
一
年

『
甲
骨
文
字
字
釋
総
覧
』
東
京
大
学
出
版
会

松
丸
道
雄
、
高
嶋
謙
一

編
一
九
九
四

『
殷
周
金
文
集
成
』
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編

中
華
書
局

一
九
八
四
〜
一
九
九
〇

『
殷
周
金
文
集
成
釋
文
』
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編

中
華
書
局

二
〇
〇
一

『
殷
周
金
文
集
成
引
得
』
張
亜
初
編

中
華
書
局

二
〇
〇
一

『
簡
牘
名
蹟
選
1
』
湖
南
篇
一
〈
秦
〉
㈱
二
玄
社
責
任
編
集

西
林
昭
一

二
〇
〇
九

『
簡
牘
名
蹟
選
2
』
湖
南
篇
二
〈
前
漢
・
後
漢
・
三
国
呉
〉
㈱
二
玄
社

責
任
編
集

西
林
昭
一

二
〇
〇
九

『
簡
牘
名
蹟
選
4
』
湖
北
篇
二
〈
秦
・
漢
Ⅰ
〉
㈱
二
玄
社
責
任
編
集

西
林
昭
一

二
〇
〇
九

『
簡
牘
名
蹟
選
5
』
湖
北
篇
三
〈
漢
Ⅱ
〉
㈱
二
玄
社
責
任
編
集

西
林
昭
一

二
〇
〇
九

『
簡
牘
名
蹟
選
6
』
甘
粛
篇
一
〈
秦
・
漢
Ⅰ
・
新
〉
㈱
二
玄
社
責
任
編
集

西
林
昭
一

二
〇
〇
九

『
簡
牘
名
蹟
選
7
』
甘
粛
篇
二
〈
漢
Ⅱ
〉
㈱
二
玄
社
責
任
編
集

西
林
昭
一

二
〇
〇
九

『
簡
牘
名
蹟
選
8
』
甘
粛
篇
三
〈
漢
Ⅲ
〉
㈱
二
玄
社
責
任
編
集

西
林
昭
一

二
〇
〇
九

一
六
五

か
な
文
字
「
つ
・
ツ
」
の
起
源



『
居
延
新
出
土
書
法
木
簡
撰
』
毎
日
新
聞
社

解
説

西
林
昭
一

一
九
九
六

『
篆
隷
万
象
名
義
』
高
山
寺
古
辭
書
資
料
第
一
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
六
冊
）
代
表
者

築
島
裕

東
京
大
學
出
版
會

一
九
七
七

『
新
撰
字
鏡
』（
天
治
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
（
臨
川
書
店
）
一
九
六
七

『
字
鏡
（
世
尊
寺
本
）』（
古
辞
書
音
義
集
成
）
汲
古
書
院

一
九
八
六

『
同
文
通
考
』
新
井
白
石
著
、
新
井
白
蛾
補

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
刊
本

早
大
図
書
館
蔵
『
異
体
字
研
究
資
料
集
成
第
一
巻
』
雄
山
閣

一
九
七
三

『
仮
名
考
』
岡
田
真
澄
著

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
刊
本

国
立
国
会
図
書
館
の
複
製

勉
誠
社

勉
誠
社
文
庫
101
一
九
八
一

『
仮
名
本
末
』
伴
信
友
著

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
刊
本

勉
誠
社

勉
誠
社
文
庫

62
・
63
．
一
九
七
九

『
文
字
の
し
る
べ
』
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（
BasilH
allCham
berlain）
ケ
リ
ー
及
ウ
ヲ
ル
シ
商
会

一
九
〇
五

『
書
道
全
集
第
9
巻
』
平
凡
社

一
九
六
五

『
書
籍
名
品
叢
刊
』
一
〇
五

ニ
玄
社

一
九
六
三

『
書
籍
名
品
叢
刊
』
一
〇
八

解
説

伏
見
冲
敬

二
玄
社

一
九
六
三

『
蜆
縮
涼
鼓
集
』
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
刊

『
異
体
字
研
究
資
料
集
成
』
別
巻
一

杉
本
つ
と
む

編

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
年
）

『
角
川
書
道
字
典
』
伏
見
冲
敬
編

角
川
書
店

一
九
七
七

『
大
書
源
』
二
玄
社

二
〇
〇
七

『
日
本
書
紀
』
黒
板
勝
美

国
史
大
系
編
修
會
編

吉
川
弘
文
館

一
九
六
六

『
日
本
書
紀
総
索
引
』
編

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所

中
村
啓
信

角
川
書
店

一
九
六
六

『
古
代
中
国
の
文
字
と
至
宝
』
湖
南
省
出
土
古
代
文
物
展

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

二
〇
〇
四

「
地
下
の
正
倉
院
展
【
年
号
と
木
簡
】
第
Ⅲ
期
展
示
木
簡
」
平
城
宮
跡
資
料
館
秋
期
特
別
展

二
〇
一
九

文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン

https://bunka.nii.ac.jp/heritages/search/title:

付
記

本
稿
は
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
十
日
、
岡
山
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
「
第
九
十
五
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
」
で
の
研
究
発
表
「
書
体
の
変
遷
Ⅳ
│
鬥
・

門
・
つ
│
」
を
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
す
。

謝
辞

学
会
発
表
に
あ
た
り
、
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
・
石
塚
晴
通
先
生
に
あ
ら
た
め
て
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
こ
の
度
、
音
韻
に
関
す
る
多
く
の
資
料
を
提
供
し
、
ご
教
示
く
だ
さ
い
ま
し
た
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
教
授
・
山
寺
三
知
先
生
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
く
れ
ば
や
し

ゆ
き
こ

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
兼
任
講
師

博
士
〈
文
学
〉)

一
六
六

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
四
十
一
巻


